
竹生島・宝厳寺蔵「北斗九星像」について
―特に二人の使者を中心として―
〔大本美月〕

口絵１ 「北斗九星像」竹生島宝厳寺（滋賀県長浜市）
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は
じ
め
に

竹
生
島
宝
厳
寺
に
伝
来
す
る
「
北
斗
九
星
像
」
は
擬
人
化
さ
れ
た
北
斗
九
星
と

二
人
の
使
者
を
描
い
た
作
品
で
あ
り
、
現
在
は
奈
良
国
立
博
物
館
に
寄
託
さ
れ
て

い
る
。

竹
生
島
は
滋
賀
県
、
琵
琶
湖
北
部
に
あ
る
周
囲
約
二
キ
ロ
の
島
で
、
現
在
は
都

久
夫
須
麻
神
社
と
宝
厳
寺
が
並
び
建
つ
。
元
々
は
水
神
と
し
て
浅
井
姫
命
を
祀
る

都
久
夫
須
麻
神
社
が
あ
っ
た
。
奈
良
時
代
に
行
基
（
六
六
八
〜
七
四
九
）
が
宝
厳

寺
を
開
い
た
と
さ
れ
、
承
平
元
年
（
九
三
一
）
の
『
竹
生
島
縁
起
』
に
、
天
平
十

年
（
七
三
八
）
に
行
基
が
文
殊
の
化
身
と
し
て
竹
生
島
へ
到
っ
た
と
記
さ
れ
る
。

平
安
時
代
に
は
天
台
宗
の
僧
が
多
く
島
に
入
り
、
十
世
紀
中
頃
に
比
叡
山
の
末
寺

と
し
て
確
立
し
た
。

本
図
が
宝
厳
寺
に
伝
来
す
る
理
由
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
中
世
に
は
比
叡
山
で

北
斗
が
信
仰
さ
れ
て
い
た
た
め
、
そ
の
末
寺
で
あ
っ
た
宝
厳
寺
に
も
、
北
斗
を
描

い
た
作
品
と
し
て
伝
わ
っ
た
と
推
察
さ
れ
て
い
る
。

単
体
で
取
り
上
げ
た
先
行
研
究
は
な
く
、
井
手
誠
之
輔
氏
は
中
国
仏
画
の
一
つ

と
見
做
し
、
以
下
の
よ
う
に
位
置
付
け
る
。

本
図
は
現
存
す
る
最
も
古
い
北
斗
九
星
を
描
い
た
作
品
で
、
北
斗
九
星
の
典
拠

は
、
星
名
が
一
致
す
る
こ
と
、
注
釈
巻
に
本
図
と
類
似
す
る
北
斗
九
星
の
擬
人
像

が
描
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
道
教
経
典
の
『
太
上
玄
霊
北
斗
本
命
延
生
真
経
』
で

あ
る（
１
）

と
す
る
一
方
で
「
陀
羅
尼
使
者
」
と
「
擎
羊
使
者
」、
二
人
の
出
典
は
確
認

で
き
な
い
こ
と
に
も
言
及
す
る
。
星
宿
信
仰
は
宮
廷
を
中
心
に
行
わ
れ
、
本
図
も

南
宋
の
宮
廷
画
風
を
伝
え
る
。
尊
格
が
雲
に
乗
っ
て
降
臨
す
る
図
様
は
、
中
国
の

儀
式
で
あ
る
「
水
陸
会
」
に
使
用
さ
れ
た
水
陸
画
の
特
徴
で
あ
る
。
ま
た
中
国
朔

州
市
に
あ
る
宝
寧
寺
の
水
陸
画
に
は
本
図
の
北
斗
九
星
に
類
似
す
る
作
例
が
存
在

す
る
こ
と
か
ら
、
本
図
も
水
陸
画
の
一
つ
と
さ
れ
る
。

宝
厳
寺
本
は
「
水
陸
画
」
の
一
部
を
な
し
て
い
た
と
み
ら
れ
、
そ
の
尊
名
や
図

像
は
道
教
経
典
の
『
太
上
玄
霊
北
斗
本
命
延
生
真
経
』
を
典
拠
と
す
る
と
さ
れ
る

が
、
で
は
な
ぜ
北
斗
七
星
が
女
性
の
姿
で
描
か
れ
る
の
か
、
さ
ら
に
「
陀
羅
尼
使

者
」、「
擎
羊
使
者
」
の
二
人
に
関
す
る
素
性
と
役
割
に
つ
い
て
は
、
い
ま
だ
明
ら

か
に
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
本
図
の
み
を
扱
う
先
行
研
究
が
な
い
こ
と
か
ら
、

そ
の
信
仰
に
つ
い
て
も
言
及
さ
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
本
稿
で
は
特

に
こ
の
三
点
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
る
。

一
章
で
は
北
斗
信
仰
の
概
要
、
二
章
で
は
北
斗
と
水
陸
会
の
関
係
を
確
認
す

〔
査
読
論
文
〕
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る
。
続
く
三
章
で
は
本
図
の
描
写
内
容
に
触
れ
、
四
章
に
お
い
て
北
斗

九
星
の
信
仰
、
五
章
で
北
斗
九
星
を
先
導
す
る
二
使
者
の
典
拠
に
つ
い

て
そ
れ
ぞ
れ
考
察
し
て
い
く
。

一

北
斗
信
仰
に
つ
い
て

星
の
中
で
も
北
斗
は
、
北
極
星
と
共
に
多
く
の
信
仰
を
集
め
て
き

た
。
漢
時
代
に
占
い
に
使
用
さ
れ
た
式
盤
に
は
中
央
に
北
斗
七
星
が
描

か
れ
、
北
斗
が
回
転
す
る
こ
と
で
他
の
天
体
を
動
か
し
、
宇
宙
の
秩
序

を
生
み
出
す
と
い
う
当
時
の
世
界
観
が
表
現
さ
れ
て
い
る（
２
）。

『
史
記
』
は
前
漢
の
武
帝
（
在
位
、
前
一
四
一
〜
前
八
七
）
の
時
代

に
司
馬
遷
（
前
一
四
五
〜
前
八
七
）
が
書
い
た
歴
史
書
で
、
正
史
の
第

一
と
さ
れ
る
。
そ
の
「
天
官
書
」
で
は
、
天
上
に
も
天
帝
を
中
心
と
し

た
官
職
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
た
こ
と
が
窺
え
る
。
北
斗
七
星
は
璇
璣
玉

衡
と
も
呼
ば
れ
、「
七
政
」
の
調
整
を
司
る
と
さ
れ
る
。「
七
政
」
と
は
、

日
月
と
木
、
火
、
土
、
金
、
水
の
五
行
を
指
す
。
北
斗
は
天
帝
が
乗
る

車
と
さ
れ
、
天
帝
の
周
囲
を
回
り
、
物
事
の
均
衡
を
整
え
て
天
帝
を
補

佐
す
る
。

二
世
紀
後
半
、
後
漢
の
も
の
と
み
ら
れ
る
画
像
石
に
も
北
斗
の
図
像

が
あ
る（
図
１
・
２
）。
山
東
省
嘉
祥
県
武
宅
山
の
武
氏
祠
画
像
石
に
は
、

北
斗
に
乗
る
人
物
が
描
か
れ
、『
史
記
』
の
記
述
か
ら
天
帝
と
考
え
ら

れ
る
。
林
巳
奈
夫
氏
は
北
斗
七
星
の
前
に
跪
く
人
物
が
ざ
ん
ば
ら
髪
で

あ
る
こ
と
に
注
目
し
、
彼
ら
は
死
者
の
霊
、
北
斗
に
乗
っ
て
向
か
い
合

う
人
物
は
天
帝
の
中
で
も
刑
罰
を
司
る
「
太
一
」
の
可
能
性
が
高
い
と

し
、
北
斗
七
星
が
司
命
の
性
格
を
持
つ
前
身
で
あ
る
と
述
べ
る（
３
）。
第
六

図２ 図１下段左部分（描き起こし図）

図１ 北斗に乗る人物の画像石（「武氏祠画像石」山東省嘉祥県武宅山）
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星
の
右
上
に
は
輔
星
を
添
え
る
人
物
が
描
か
れ
る
。

四
四
八
年
成
立
の
『
宋
書
』「
天
文
志
」
も
、
北
斗
は
天
帝
の
乗
車
と
し
て
空

を
巡
り
、
物
事
の
調
和
を
整
え
る
こ
と
か
ら
「
七
政
」
の
枢
機
で
陰
陽
の
源
と
す

る
。
北
斗
七
星
の
各
星
の
名
は
、
第
一
星
か
ら
順
に
天
枢
、
璇
、
機
、
権
、
玉

衡
、
開
陽
、
揺
光
と
記
す
。

北
斗
に
関
す
る
説
話
に
は
「
子
供
の
寿
命
」
の
話
が
あ
る
。
最
も
古
い
も
の
は

四
世
紀
中
頃
に
書
か
れ
た
『
捜
神
記
』
に
見
ら
れ（
４
）、

若
く
し
て
亡
く
な
る
と
さ
れ

た
子
供
の
寿
命
を
南
斗
と
北
斗
が
延
ば
す
、
と
い
う
内
容
で
あ
る
。
説
話
中
に

「
南
斗
は
生
を
司
り
北
斗
は
死
を
司
る
」
と
の
説
明
が
あ
り
、
北
斗
の
陰
に
属
し

死
を
司
る
性
質
が
認
め
ら
れ
る
。

以
上
の
よ
う
に
主
に
史
書
に
見
る
記
述
は
、
皇
帝
や
臣
下
、
国
家
の
こ
と
に
関

す
る
内
容
が
多
い
。
北
斗
は
天
帝
の
乗
車
、
陰
に
属
す
る
、
司
命
神
な
ど
の
性
格

を
持
ち
、
同
様
の
内
容
は
説
話
に
も
あ
ら
わ
れ
て
い
た
。

次
に
北
斗
信
仰
と
道
教
に
注
目
し
た
い
。
本
図
で
描
か
れ
る
、
北
斗
七
星
に
輔

星
と
弼
星
の
二
星
を
加
え
た
「
北
斗
九
星
」
は
、
道
教
に
お
い
て
特
に
重
視
さ
れ

た
。「
九
」
は
陽
の
数
で
あ
る
奇
数
の
最
大
数
で
あ
り
、
易
の
陽
爻
の
象
徴（
５
）、「
久
」

と
音
通
な
ど
の
理
由
か
ら
、
縁
起
の
良
い
数
字
と
考
え
ら
れ
た
こ
と
が
一
因
と
し

て
推
測
で
き
る
。
北
斗
九
星
で
加
わ
る
輔
弼
星
は
北
斗
を
助
け
る
存
在
で
あ
る
。

「
輔
」
は
、
車
に
重
い
荷
物
を
乗
せ
る
際
に
用
い
る
、
車
軸
の
上
に
添
え
る
木
の

こ
と
を
指
し
、
そ
こ
か
ら
「
助
け
る
」
や
「
補
佐
」
の
意
味
に
転
ず
る（
６
）。「
弼
」

も
同
様
に
助
け
る
意
味
を
持
ち
、
名
前
に
も
役
割
が
表
れ
て
い
る
。

唐
代
に
道
教
は
国
家
宗
教
と
な
っ
た（
７
）。
国
家
の
後
ろ
盾
を
得
た
道
教
の
発
展
に

伴
い
、
北
斗
に
つ
い
て
は
本
図
に
も
見
ら
れ
る
貪
狼
か
ら
破
軍
ま
で
の
星
名
と
、

属
星
の
信
仰
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。

属
星
の
信
仰
と
は
『
北
斗
七
星
延
命
経
』
に
依
り
、
個
人
の
禍
福
は
自
分
が
属

す
る
北
斗
七
星
の
星
に
よ
っ
て
決
ま
る
と
考
え
る
も
の
で
あ
る
。
干
支
を
北
斗
七

星
の
各
星
に
割
り
当
て
、
そ
の
人
の
干
支
に
対
応
す
る
星
が
属
星
と
な
り
、
一
生

の
守
護
神
と
し
て
属
星
祭
や
本
命
祭
と
呼
ば
れ
る
祭
祀
に
お
い
て
祀
る
。
具
体
的

に
は
、
子
年
は
貪
狼
星
、
丑
年
と
亥
年
は
巨
門
星
、
寅
年
と
戌
年
は
禄
存
星
、
卯

年
と
酉
年
は
文
曲
星
、
辰
年
と
申
年
は
廉
貞
星
、
巳
年
と
未
年
は
武
曲
星
、
午
年

は
破
軍
星
に
属
す
る（
８
）。

な
お
天
皇
の
属
星
は
北
斗
七
星
で
は
な
く
、
北
極
星
と
な

る
。
こ
の
思
想
は
中
国
か
ら
日
本
へ
と
伝
来
し
、『
貞
信
公
記
』
や
『
台
記
』
な

ど
平
安
時
代
の
日
記
に
は
属
星
祭
を
行
い
、
延
命
を
祈
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
る（
９
）。

現
代
に
お
い
て
も
日
本
の
密
教
寺
院
で
星
祭
り
と
し
て
多
く
行
わ
れ
、
冬
至
か
節

分
の
時
期
に
主
に
除
災
招
福
を
目
的
と
し
て
開
催
さ
れ
る
。
星
祭
り
で
は
羅
喉

星
、
土
曜
星
、
水
曜
星
、
金
曜
星
、
火
曜
星
、
計
都
星
、
月
曜
星
、
木
曜
星
の
九

曜
星
の
中
か
ら
選
ば
れ
る
、
そ
の
年
の
運
命
を
司
る
星
を
当
年
星
と
し
て
合
わ
せ

祀
る
場
合
も
多
い
。
星
祭
り
は
本
図
の
伝
来
し
た
竹
生
島
宝
厳
寺
で
も
毎
年
二
月

二
日
か
ら
四
日
に
行
わ
れ
て
い
る
。

唐
朝
の
滅
亡
後
、
中
央
集
権
体
制
が
崩
れ
、
権
力
分
散
の
時
代
を
経
て
再
び
政

治
権
力
の
集
中
を
目
指
し
た
宋
代
に
は
、
同
様
に
分
散
し
て
し
ま
っ
た
道
教
の

教
団
も
再
編
成
し
、
統
一
的
支
配
へ
と
戻
っ
た
。
輔
弼
星
が
信
仰
を
集
め
る
よ

う
に
な
り
、
北
斗
九
星
と
し
て
も
注
目
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
例
と
し
て
、『
宋

大
詔
令
集
』
の
記
述
が
し
ば
し
ば
取
り
上
げ
ら
れ
る
。
北
宋
時
代
、
徽
宗
（
在

位
、
一
一
〇
〇
〜
一
一
二
五
）
の
宣
和
元
年
（
一
一
一
九
）
五
月
二
七
日
の
「
図

写
九
星
二
十
八
宿
朝
元
冠
服
頒
行
天
下
詔
」
の
詔
が
そ
れ
で
あ
る（

（1
（

。
北
斗
九
星
と

二
十
八
宿
の
服
制
が
定
め
ら
れ
、
井
手
誠
之
輔
氏
は
こ
の
記
述
を
ふ
ま
え
、「
南

宋
で
描
か
れ
る
星
宿
の
形
姿
は
、
厳
格
な
統
制
が
求
め
ら
れ
て
い
た
ら
し
い
。
宝

厳
寺
本
の
擬
人
化
さ
れ
た
整
然
と
し
た
図
像
は
、
そ
う
し
た
南
宋
に
お
け
る
宮
廷

周
辺
と
結
び
つ
き
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。」
と
述
べ
る（

（1
（

。
宋
代
は
道
教
に
関
心
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の
あ
る
皇
帝
が
少
な
く
な
か
っ
た
が
、
徽
宗
皇
帝
も
そ
の
一
人
で
あ
り
、
あ
ま
り

の
傾
倒
に
国
政
を
弱
体
化
さ
せ
、
都
の
開
封
を
含
め
た
華
北
の
地
を
金
に
奪
わ
れ

る
結
果
に
導
い
た
と
も
言
わ
れ
る（

（1
（

。

さ
ら
に
道
教
は
中
国
か
ら
韓
国
へ
と
広
ま
る
。
韓
国
の
寺
院
で
は
七
星
閣
が
設

け
ら
れ
、
神
格
化
し
た
北
斗
七
星
を
祀
り
、
延
命
長
寿
を
祈
る
。
十
五
世
紀
後
半

の
朝
鮮
の
記
録
に
は
、
道
教
の
祭
祀
を
管
轄
す
る
建
物
内
に
、
被
髪
の
女
性
の
姿

を
し
た
北
斗
七
星
が
祀
ら
れ
て
い
た
と
記
さ
れ
る（

（1
（

。

ま
た
、
北
斗
九
星
信
仰
の
広
が
り
を
伝
え
る
例
に
、
東
南
ア
ジ
ア
の
九
皇
信
仰

が
あ
る
。
九
皇
神
と
北
斗
九
星
に
つ
い
て
原
田
正
己
氏
に
よ
る
と
、
九
皇
神
お
よ

び
北
斗
九
皇
は
北
斗
九
星
を
神
格
化
し
た
も
の
で
延
命
を
願
う
対
象
で
あ
り
、
マ

レ
ー
シ
ア
で
は
斗
母
宮
と
呼
ば
れ
る
廟
に
九
皇
神
を
祀
り
、
九
月
一
日
か
ら
九
日

ま
で
九
皇
神
を
迎
え
る
祭
り
が
行
わ
れ
る
と
い
う（

（1
（

。『
正
統
道
蔵
』や『
雲
笈
七
籤
』

に
は
「
北
斗
九
星
」
を
「
北
斗
九
皇
」
と
表
記
し
た
例
も
見
ら
れ
、
宋
代
に
は
九

皇
の
呼
び
方
が
存
在
し
て
い
た
と
す
る（

（1
（

。
北
斗
九
星
信
仰
が
東
南
ア
ジ
ア
に
ま
で

広
ま
り
、
現
代
に
お
い
て
も
な
お
、
信
仰
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

道
教
に
お
け
る
北
斗
信
仰
は
、
司
命
神
と
し
て
の
側
面
に
注
目
し
た
傾
向
が
見

ら
れ
る
。
さ
ら
に
日
本
で
は
あ
ま
り
聞
き
慣
れ
な
い
北
斗
九
星
に
対
す
る
信
仰

は
、
中
国
か
ら
韓
国
や
東
南
ア
ジ
ア
に
伝
播
し
、
広
が
り
を
見
せ
た
こ
と
が
知
ら

れ
る
。二

北
斗
信
仰
と
水
陸
会

「
水
陸
会
」
は
堂
内
に
尊
格
を
招
請
し
て
施
食
や
懺
悔
を
行
い
、
そ
の
功
徳
を

受
け
る
こ
と
で
、
霊
魂
の
成
仏
や
先
祖
の
追
善
供
養
を
行
う
施
餓
鬼
会
の
一
種

で
、
本
図
制
作
の
背
景
と
み
ら
れ
る
重
要
な
儀
式
で
あ
る
。
仏
教
、
儒
教
、
道
教

の
尊
格
を
描
い
た
絵
を
堂
内
に
掛
け
る
こ
と
か
ら
、
三
教
融
合
と
い
う
特
徴
が
あ

る
。
宋
代
に
発
達
し
た
が
、
始
ま
っ
た
時
期
は
明
ら
か
で
は
な
い
。
た
だ
、
こ
の

始
ま
り
に
つ
い
て
知
ら
れ
る
説
話
が
、
熙
寧
四
年
（
一
〇
七
一
）
に
楊
鍔
が
記
し

た
「
水
陸
大
斎
霊
跡
記
」
に
認
め
ら
れ
る（

（1
（

。

梁
の
武
帝
が
夢
の
な
か
に
お
い
て
、
あ
る
高
僧
か
ら
「
水
陸
会
を
設
け
る
べ

き
で
あ
る
」
と
告
げ
ら
れ
る
。
大
臣
や
沙
門
ら
に
問
う
た
と
こ
ろ
、「
水
陸
会
」

を
知
る
も
の
は
い
な
か
っ
た
が
、
宝
誌
和
尚
の
み
が
「
広
く
経
教
を
尋
ね
れ
ば

必
ず
因
縁
が
あ
る
」
と
言
っ
た
。
そ
こ
で
大
蔵
経
の
披
覧
を
重
ね
た
と
こ
ろ
、

釈
迦
十
大
弟
子
の
ひ
と
り
で
あ
る
阿
難
が
焦
面
鬼
王
に
会
い
、「
平
等
の
斛
食
」

を
す
る
こ
と
と
分
か
っ
た
た
め
、
儀
文
を
製
作
し
た
。
天
監
四
年
（
五
〇
五
）

二
月
十
五
日
の
夜
、
帝
は
鎮
江
の
金
山
寺
で
、
宝
誌
和
尚
の
助
言
に
基
づ
き

「
水
陸
会
」を
興
し
た
。そ
の
後
、
本
儀
文
は
陳
・
隋
の
両
朝
に
は
伝
わ
ら
な
か
っ

た
た
め
、
唐
の
咸
亨
中（
六
七
〇
〜
六
七
三
）に
再
興
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。 

実
は
こ
の
説
話
中
に
登
場
す
る
阿
難
と
焦
面
鬼
王
の
部
分
は
、
他
の
説
話
の
引

用
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る（

（1
（

。

あ
る
夜
、
阿
難
は
焦
面
鬼
王
（
焔
口
餓
鬼
）
か
ら
三
日
後
に
命
を
失
う
と
告

げ
ら
れ
る
。
そ
こ
で
そ
の
難
を
免
れ
る
方
法
を
問
う
た
と
こ
ろ
、
摩
掲
陀
国
の

斛
を
用
い
て
餓
鬼
と
婆
羅
門
仙
た
ち
に
一
斛
の
飲
食
を
施
し
、
焦
面
鬼
王
（
焔

口
餓
鬼
）
の
た
め
に
三
宝
を
供
養
す
る
こ
と
と
告
げ
ら
れ
る
。
阿
難
は
釈
迦
の

元
へ
至
り
、
事
の
次
第
を
話
し
て
陀
羅
尼
を
授
け
ら
れ
た
。
そ
の
陀
羅
尼
を
誦

し
て
得
た
斛
で
施
食
を
行
っ
た
結
果
、
焦
面
鬼
王
は
苦
し
み
か
ら
逃
れ
、
阿
難

の
寿
命
が
延
び
た
。
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以
上
は
実
叉
難
陀
（
六
五
二
〜
七
一
〇
）
訳
『
仏
説
救
面
然
餓
鬼
陀
羅
尼
神
呪

経
』、
不
空
（
七
〇
五
〜
七
七
四
）
訳
『
仏
説
救
抜
焔
口
餓
鬼
陀
羅
尼
経
』
を
典

拠
と
す
る（

（1
（

。
こ
の
両
経
が
梁
の
武
帝
の
時
代
よ
り
も
後
に
訳
出
さ
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
、「
水
陸
会
」
の
創
始
説
話
は
後
世
に
作
ら
れ
た
も
の
と
、
牧
田
諦
亮
氏
が

指
摘
す
る（

（1
（

。

一
方
、「
水
陸
会
」
の
実
際
の
開
始
時
期
に
つ
い
て
千
葉
照
観
氏
は
、
袁
桷

（
一
二
六
六
〜
一
三
二
七
）
撰
の
『
延
祐
四
明
志
』
に
お
い
て
咸
通
二
年
（
八
六
一
）

に
水
陸
道
場
の
あ
る
こ
と
を
示
す
記
述
に
基
づ
き
、
そ
の
起
源
は
咸
通
二
年
ま
で

遡
る
と
す
る（

（2
（

。「
水
陸
会
」
が
阿
難
と
焦
面
鬼
王
の
説
話
に
倣
っ
た
儀
式
と
位
置

づ
け
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
霊
魂
救
済
な
ど
を
主
な
目
的
と
し
、
行
う
者
に
と
っ
て

は
「
延
命
」
を
得
る
要
素
が
あ
る
こ
と
も
認
め
ら
れ
る
。

宋
代
に
は
、
孝
宗
朝
で
宰
相
を
務
め
た
史
浩（
一
一
〇
六
〜
一
一
九
四
）が「
水

陸
会
」
を
寧
波
へ
伝
え
た
。
史
氏
は
東
銭
湖
周
辺
に
拠
点
を
持
つ
一
族
で
、
南
宋

で
三
代
に
わ
た
り
宰
相
を
輩
出
し
た
。
史
浩
は
一
族
の
中
で
始
め
に
宰
相
と
な

り
、
鎮
江
の
金
山
寺
で
「
水
陸
会
」
を
見
た
こ
と
を
契
機
に
武
帝
が
行
っ
た
「
水

陸
会
」
の
再
現
を
決
意
す
る
。
乾
道
九
年
（
一
一
七
三
）、
東
銭
湖
の
北
西
畔
に

水
陸
道
場
と
し
て
月
波
寺
を
創
建
し
、
金
山
寺
を
手
本
に
「
水
陸
会
」
を
行
っ
た
。

史
浩
は
自
ら
儀
文
四
巻
を
撰
述
し
、
孝
宗
か
ら
「
四
時
水
陸
無
礙
道
場
」
の
宸
翰

を
賜
っ
た
と
い
う
。

そ
れ
か
ら
約
百
年
後
の
咸
淳
五
年
（
一
二
六
九
）、
志
磐
（
生
没
年
不
詳
）
が

月
波
寺
で
中
国
天
台
宗
の
歴
史
書
で
あ
る
『
仏
祖
統
紀
』
を
書
き
上
げ
、
さ
ら
に

全
六
巻
の
「
水
陸
会
」
の
儀
文
を
著
し
た
。
志
磐
の
儀
文
『
法
界
聖
凡
水
陸
勝
会

修
斎
儀
軌
』
は
明
時
代
に
袾
宏
（
一
五
三
五
〜
一
六
一
五
）
の
修
正
が
加
え
ら
れ
、

現
在
に
伝
わ
る
。
史
浩
の
儀
文
の
系
統
が
「
北
水
陸
」、
志
磐
の
儀
文
の
系
統
が

「
南
水
陸
」
に
繋
が
り
、
現
在
中
国
で
行
わ
れ
る
「
水
陸
会
」
は
志
磐
の
系
統
に

則
る
。

志
磐
の
『
法
界
聖
凡
水
陸
勝
会
儀
軌
』
で
は
下
堂
に
招
く
様
々
な
尊
格
の
う
ち
、

始
め
に
招
請
さ
れ
る
一
群
の
諸
天
の
中
に
「
北
斗
七
元
星
君
」
の
記
述
が
あ
る（

（2
（

。

北
斗
が
招
請
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
点
か
ら
も
、
本
図
が
「
水
陸
会
」
で
用
い
ら

れ
た
可
能
性
を
み
る
必
要
が
あ
る
。

千
葉
氏
は
施
食
の
中
で
も
「
水
陸
会
」
と
は
、
先
程
の
焔
口
餓
鬼
に
つ
い
て
の

経
典
『
仏
説
救
面
然
餓
鬼
陀
羅
尼
神
呪
経
』
と
『
仏
説
救
抜
焔
口
餓
鬼
陀
羅
尼
経
』

に
基
づ
き
、
餓
鬼
や
諸
仙
に
食
物
を
供
養
し
、
飢
え
の
苦
し
み
を
取
り
除
く
こ
と

に
よ
っ
て
、
自
身
は
長
寿
や
福
を
得
る
も
の
と
す
る（

（2
（

。
さ
ら
に
、
宋
代
に
お
け
る

「
水
陸
会
」の
功
徳
に
つ
い
て
は
、
煕
寧
四
年（
一
〇
七
一
）の『
水
陸
大
斎
霊
跡
記
』

よ
り
、
六
道
四
生
の
苦
を
救
う
た
め
に
は
「
水
陸
会
」
が
最
も
殊
勝
で
あ
り
、
地

獄
に
あ
る
者
を
救
っ
て
天
に
生
ま
れ
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
と
す
る（

（2
（

。

以
上
の
よ
う
に
、
宋
代
に
は
「
水
陸
会
」
を
行
う
こ
と
で
地
獄
か
ら
逃
れ
る
こ

と
が
で
き
、「
水
陸
会
」
に
招
請
さ
れ
る
尊
格
に
は
、
福
を
与
え
る
こ
と
や
寿
命

を
延
ば
す
こ
と
が
期
待
さ
れ
た
と
わ
か
る
。
多
様
な
尊
格
が
招
請
さ
れ
る
た
め
、

そ
れ
ぞ
れ
に
役
割
が
あ
る
可
能
性
も
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
前
提
と
な
る

共
通
の
土
台
と
し
て
、
ま
ず
は
以
上
の
よ
う
な
認
識
を
踏
ま
え
る
必
要
が
あ
る
。

こ
こ
ま
で
本
図
が
「
水
陸
会
」
で
用
い
ら
れ
る
像
と
の
前
提
で
見
て
き
た
が
、

一
方
で
星
宿
を
描
い
た
作
品
と
す
る
説
も
あ
る
。
高
志
緑
氏
は
「
水
陸
画
で
は
な

く
単
独
で
星
宿
を
本
尊
と
す
る
法
会
に
用
い
ら
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。
水
陸
会
に

含
め
る
べ
き
か
否
か
難
し
い
」
と
述
べ
る（

（2
（

。
そ
れ
で
も
本
図
を
水
陸
画
と
み
な
し

て
考
察
を
進
め
る
の
は
、
後
述
す
る
宝
寧
寺
水
陸
画
の
中
に
類
似
す
る
作
品
が
見

出
さ
れ
て
い
る
た
め
、
雲
を
伴
い
降
臨
す
る
構
図
が
水
陸
画
の
特
徴
と
共
通
す
る

た
め
、
ま
た
本
図
の
法
量
が
他
の
水
陸
画
と
近
似
し（

（2
（

、
規
模
の
近
い
儀
式
で
用
い
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図３ 「北斗九星像」竹生島宝厳寺（滋賀県長浜市）
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ら
れ
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
た
め
で
あ
る
。
続
く
三
章
以
降
で
も
、
本
図
を

「
水
陸
会
」
使
用
像
の
可
能
性
を
認
め
つ
つ
考
察
を
加
え
て
い
く
。

三
「
北
斗
九
星
像
」
に
お
け
る
描
写
の
分
析

本
図
は
擬
人
化
し
た
北
斗
九
星
と
二
人
の
使
者
が
雲
に
乗
り
、
降
臨
す
る
姿
を

描
く
（
口
絵
１
・
図
３
）。

一
幅
、
絹
本
着
色
、
縦
一
一
二
・
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
横
五
四
・
一
セ
ン
チ

メ
ー
ト
ル
、
十
二
世
紀
後
半
の
南
宋
時
代
に
制
作
さ
れ
た
と
み
ら
れ
る
。
谷
口
耕

生
氏
は
「
洗
練
さ
れ
た
画
風
は
制
作
が
南
宋
時
代
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
お
り
、

志
磐
の
時
代
に
さ
か
の
ぼ
る
水
陸
画
と
し
て
貴
重
な
作
例
で
あ
る（

（2
（

」
と
し
、
齋
藤

龍
一
氏
は
「
面
貌
や
着
衣
の
表
現
な
ど
が
細
密
に
描
か
れ
る
と
と
も
に
、
落
ち
着

き
の
あ
る
鮮
や
か
な
彩
色
が
施
さ
れ
た
、
優
れ
た
絵
画
作
品
で
あ
る（

（2
（

」と
言
及
し
、

そ
の
表
現
を
高
く
評
価
す
る
。

雲
に
乗
っ
た
十
一
人
の
人
物
で
構
成
し
、
画
面
の
上
三
分
の
二
に
北
斗
九
星
、

下
三
分
の
一
に
二
人
の
使
者
を
配
置
す
る
。
全
体
的
に
肥
瘦
が
少
な
く
、
ほ
と
ん

ど
を
均
質
な
細
い
線
で
描
き
、
女
性
像
の
肌
の
輪
郭
に
は
赤
線
、
そ
の
他
男
性
像

や
衣
服
の
輪
郭
に
は
黒
線
を
使
用
す
る
。

ま
ず
北
斗
九
星
に
注
目
す
る
。
四
列
に
整
列
し
、
一
列
目
向
か
っ
て
左
か
ら
順

に
、
七
星
の
第
一
星
、
第
二
星
、
第
三
星
、
二
列
目
右
か
ら
第
四
星
、
第
五
星
、

第
六
星
、
三
列
目
に
第
七
星
と
輔
星
、
四
列
目
に
弼
星
が
並
ぶ
。

七
星
は
髪
を
結
ば
ず
に
流
し
た
、
被
髪
姿
の
女
性
形
に
描
く
。
髪
の
毛
先
は
一

本
一
本
細
か
く
分
か
れ
、
動
き
の
様
子
が
表
現
さ
れ
る
。
白
い
衣
に
鰭
袖
の

襠

衣
を
着
て
お
り
、
胸
元
か
ら
肩
に
か
か
る
金
色
の
装
飾
を
着
け
る
。
装
飾
は
渦
巻

き
を
デ
ザ
イ
ン
し
た
曲
線
的
な
物
で
、
肩
の
部
分
は
先
に
向
か
っ
て
細
く
な
る
。

肩
部
分
の
形
は
第
一
、六
星
に
見
る
ハ
ー
ト
型
に
く
り
抜
い
た
よ
う
な
形
と
、
二

つ
の
渦
巻
き
を
向
か
い
合
わ
せ
た
形
の
二
種
類
に
分
類
で
き
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
星

名
が
記
さ
れ
た
笏
を
両
手
で
持
ち
、
一
列
目
左
の
「
貪
狼
」、
一
列
目
中
央
の
「
巨

門
」、
二
列
目
右
の
「
文
曲
」
の
三
つ
が
確
認
さ
れ
る
（
図
４
）。
衣
の
裾
か
ら
覗

く
赤
い
履
は
つ
ま
先
の
形
を
描
き
分
け
る
。
第
一
星
の
丸
み
の
あ
る
雲
形
の
も

の
、
第
二
、六
星
の
矢
印
の
よ
う
な
形
の
も
の
、
第
三
、五
星
の
二
つ
の
山
に
な
っ

て
い
る
形
の
も
の
、
第
四
星
の
Y
型
の
も
の
が
あ
る
。

七
星
の
姿
勢
は
異
な
る
方
向
に
向
く
。
第
一
、五
星
は
向
か
っ
て
左
斜
め
下
の

進
行
方
向
、
第
二
星
は
振
り
返
り
向
か
っ
て
右
方
向
を
見
る
。
第
三
星
は
正
面
を

向
き
、
第
六
星
は
正
面
か
ら
少
し
左
の
方
向
、
第
四
、七
星
は
左
の
方
向
を
見
る
。

輔
星
、
弼
星
の
二
星
は
ひ
げ
の
あ
る
男
性
の
姿
で
表
し
、
黒
の
冠
帽
、
宋
代
の

官
服
に
似
た
赤
い
衣
を
身
に
着
け
る
（
図
５
）。
襟
と
袖
は
一
部
黒
地
に
な
っ
て

お
り
、
黄
で
模
様
を
描
く
。
首
元
に
方
心
曲
領
を
着
け
、
赤
い
衣
の
裾
部
分
に
黄

色
で
柄
を
あ
し
ら
う
。
笏
は
北
斗
七
星
に
比
べ
て
長
く
、
白
い
色
の
も
の
を
持

つ
。
三
列
目
の
輔
星
の
笏
に
は
「
左
輔
」、
四
列
目
の
弼
星
に
は
「
右
弼
」
の
文

字
が
確
認
で
き
る
。
北
斗
九
星
に
見
る
の
と
似
た
形
式
の
服
装
は
、
星
宿
神
を
描

い
た
他
の
作
品
に
も
認
め
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
後
に
改
め
て
類
似

す
る
図
像
を
確
認
す
る
。
画
絹
が
脱
落
す
る
た
め
、
輔
星
の
視
線
は
判
別
で
き
な

い
が
、
弼
星
は
左
斜
め
下
を
見
る
。

九
星
を
先
導
す
る
二
人
の
使
者
は
女
性
の
姿
で
あ
り
、
左
は
「
陀
羅
尼
使
者
」、

右
は
「
擎
羊
使
者
」
と
金
泥
で
記
さ
れ
る
（
図
６
）。
襟
元
に
黄
色
で
模
様
が
描

か
れ
た
黒
い
着
物
に
、
黄
色
の
柄
の
入
っ
た
赤
地
の
裙
と
白
の
裙
を
重
ね
る
。
茶

色
の
天
衣
を
肩
に
か
け
、
赤
い
履
を
履
く
。
陀
羅
尼
使
者
の
履
は
矢
印
型
の
つ
ま

先
、
擎
羊
使
者
は
Y
型
で
あ
る
。
頭
に
は
鳳
凰
装
飾
の
つ
い
た
冠
を
被
り
、
手
首

に
腕
輪
を
着
け
る
。
右
手
に
持
つ
剣
は
両
刃
の
直
刀
で
、
柄
の
先
端
と
細
長
い
環
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図４ 「北斗九星像」 七星

図５ 同 輔星・弼星図６ 同 二使者



9

の
先
に
装
飾
が
つ
く
。
左
手
に
は
陀
羅
尼
使
者
が
花
の
つ
い
た
桃
の
枝
、
擎
羊
使

者
が
盆
を
そ
れ
ぞ
れ
に
持
つ
。

次
に
背
景
と
雲
の
表
現
に
着
目
す
る
。
背
景
に
は
何
も
描
か
な
い
こ
と
か
ら
、

空
中
を
飛
ん
で
降
臨
す
る
様
子
を
表
現
し
、
画
面
右
上
か
ら
左
下
方
向
へ
進
む
雲

は
、
所
々
を
渦
巻
き
状
に
表
現
し
、
輪
郭
を
三
重
に
隈
取
る
。
雲
や
背
景
は
下
か

ら
上
へ
か
け
て
よ
り
暗
く
な
る
よ
う
、
影
の
よ
う
に
濃
色
を
塗
る
。
第
三
星
の
足

元
に
み
る
雲
気
文
か
ら
判
断
す
る
と
、
二
使
者
が
乗
る
雲
の
上
に
、
九
星
の
雲
を

重
ね
る
よ
う
に
描
い
て
い
る
と
わ
か
る
。
雲
の
た
な
び
き
方
は
、
九
星
の
雲
が
画

面
上
端
ま
で
広
が
り
横
方
向
へ
た
な
び
く
部
分
を
太
く
描
く
の
に
対
し
、
二
使
者

の
雲
は
横
に
た
な
び
く
部
分
を
細
長
く
表
現
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
二
使
者
の

雲
は
九
星
よ
り
も
速
く
、
先
ん
じ
て
進
ん
で
い
る
と
わ
か
る
。

尊
格
が
降
臨
す
る
描
写
は
「
水
陸
画
」
の
大
き
な
特
徴
で
あ
る
。
井
手
誠
之
輔

氏
は
画
中
の
尊
格
の
描
き
方
に
つ
い
て
、
時
代
が
下
る
に
つ
れ
尊
格
が
「
浄
土
に

あ
る
状
態
」、「
浄
土
か
ら
降
臨
す
る
状
態
」、
そ
し
て「
人
間
の
世
界
に
い
る
状
態
」

と
、
順
に
変
化
す
る
傾
向
が
あ
る
と
述
べ
る
。
宋
時
代
の
仏
画
に
は
「
浄
土
に
あ

る
状
態
」
や
「
浄
土
か
ら
降
臨
す
る
状
態
」
が
み
ら
れ
る
が
、
元
時
代
に
入
る
と

「
人
間
の
世
界
に
い
る
状
態
」
に
変
わ
り
、「
水
陸
画
」
は
そ
の
中
間
の
降
臨
す
る

諸
尊
の
表
現
に
当
た
る
と
す
る（

（2
（

。「
水
陸
画
」
の
雲
に
つ
い
て
は
、
要
点
を
絞
り

込
む
効
果
や
状
況
描
写
の
省
略
、
礼
拝
さ
れ
る
べ
き
対
象
と
し
て
飛
来
し
て
く
る

姿
を
描
く
意
図
が
あ
っ
た
と
、
鷹
巣
純
氏
が
言
及
し
て
い
る（

（2
（

。

細
い
線
で
描
き
こ
ま
れ
た
本
図
は
、
尊
格
が
雲
に
乗
っ
て
降
臨
す
る
場
面
を
描

き
、
北
斗
七
星
と
二
使
者
は
女
性
形
、
輔
弼
星
は
男
性
の
姿
で
あ
ら
わ
す
。ま
た
、

雲
を
北
斗
と
二
使
者
が
乗
る
部
分
で
描
き
分
け
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
お
く
。

四

北
斗
九
星
に
つ
い
て

北
斗
七
星
の
持
つ
笏
に
認
め
ら
れ
る
星
名
は
、
明
国
正
統
九
年
（
一
四
四
四
）

の
『
正
統
道
蔵
』
所
収
、『
太
上
玄
霊
北
斗
本
命
延
生
真
経（

（3
（

』
と
一
致
す
る
と
知

ら
れ
て
い
る
。
な
お
道
教
に
お
い
て
星
宿
が
神
格
化
さ
れ
た
場
合
に
は
、「
星
君
」

と
「
君
」
を
つ
け
て
呼
ぶ
こ
と
が
通
例
と
な
っ
て
い
る（

（3
（

。

経
典
に
み
る
星
名
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

北
斗
第
一

陽
明
貪
狼
太
星
君

北
斗
第
二

陰
精
巨
門
元
星
君

北
斗
第
三

真
人
禄
存
真
星
君

北
斗
第
四

玄
冥
文
曲
紐
星
君

北
斗
第
五

丹
元
廉
貞
綱
星
君

北
斗
第
六

北
極
武
曲
紀
星
君

北
斗
第
七

天
関
破
軍
関
星
君

北
斗
第
八

洞
明
外
輔
星
君

北
斗
第
九

隠
光
内
弼
星
君

『
太
上
玄
霊
北
斗
本
命
延
生
真
経
』
は
北
宋
時
代
、
天
禧
三
年
（
一
〇
一
九
）

に
製
作
さ
れ
た
道
教
経
典
の
『
雲
笈
七
籤
』
に
引
用
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
宋
代
ま

で
存
在
し
た
逸
書
と
み
ら
れ
て
い
る
。『
正
統
道
蔵
』
に
収
め
る
『
太
上
玄
霊
北

斗
本
命
延
生
真
経
註
解
』
に
は
、
本
図
に
類
似
す
る
被
髪
の
女
性
形
の
七
星
と
男

性
形
の
輔
弼
二
星
の
絵
が
認
め
ら
れ
る（

（3
（

（
図
７
）。『
佛
説
北
斗
七
星
延
命
経
』
に

は
本
図
と
類
似
す
る
北
斗
七
星
が
見
出
さ
れ
（
図
８
）、
被
髪
の
女
性
で
笏
を
持
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図７ 「太上玄霊北斗本命延生真経註解」挿絵
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ち
、
さ
ら
に
幼
い
子
供
姿
の
輔
星
を
描
く
も
の
の
、
弼
星
の
姿
は
見
え
な
い（

（3
（

。

『
雲
笈
七
籤
』
に
は
九
星
に
関
す
る
記
述
が
複
数
見
ら
れ
、「
北
斗
九
星
七
見
二

隠
、
其
第
八
、
第
九
是
帝
皇
太
尊
精
神
也
」
と
し
、
輔
弼
二
星
を
隠
星
と
記
し
、

特
に
二
星
が
信
仰
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
す（

（3
（

。
同
書
中
に
は
、
同
様
に
二
星
と
も

隠
星
と
す
る
も
の
と
、
輔
星
は
明
る
い
星
、
弼
星
は
隠
星
と
す
る
二
者
の
記
述
が

認
め
ら
れ
る
。
実
際
に
輔
星
は
空
に
見
る
こ
と
の
で
き
る
星
で
あ
る
が
、
一
方
の

弼
星
は
想
像
上
の
星
で
あ
る
。
さ
ら
に
「
得
見
第
八
、
第
九
、
延
寿
無
窮
」
と
の

記
述
が
あ
り
、
輔
弼
二
星
を
見
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
寿
命
が
伸
び
る
と
す
る
。
北

斗
九
星
信
仰
は
十
世
紀
頃
の
唐
末
五
代
に
、
中
国
南
部
を
中
心
に
始
ま
り
、
宋
代

に
は
北
斗
七
星
以
上
に
信
仰
を
集
め
た
と
さ
れ
る（

（3
（

。

ま
た
、
本
図
と
類
似
す
る
作
品
が
、
中
国
朔
州
市
右
玉
県
の
宝
寧
寺
に
あ
る

こ
と
を
井
手
誠
之
輔
氏
が
指
摘
す
る
（
図
９
）。
宝
寧
寺
に
は
「
水
陸
画
」
が

一
三
九
幅
残
っ
て
お
り
、
そ
の
中
の
一
つ
に
九
星
が
描
か
れ
る
。

絹
本
着
色
、
縦
一
一
六
・
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
横
六
一
・
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

で
本
図
よ
り
少
し
大
き
い
掛
幅
だ
が
、
二
人
の
使
者
は
み
え
な
い
。
七
星
は
前
か

ら
二
人
、
三
人
、
二
人
の
三
列
に
並
び
、
少
し
空
間
を
開
け
て
輔
弼
二
星
を
描

く
。
七
星
は
被
髪
の
人
物
と
し
て
あ
ら
わ
す
が
、
解
説
で
は
男
性
と
さ
れ
る（

（3
（

。
着

物
は
茶
色
地
で
花
や
鳳
凰
、
星
座
な
ど
の
柄
を
描
き
、
襟
と
袖
に
青
い
線
が
入

る
。
赤
い
裙
の
下
に
は
、
色
や
柄
が
異
な
る
裙
を
重
ね
る
。
赤
い
履
を
履
き
、
肩

に
朱
色
の
裏
地
を
つ
け
る
緑
色
の
天
衣
を
か
け
る
。
履
の
つ
ま
先
は
二
人
の
み
確

認
で
き
、
ど
ち
ら
も
同
じ
形
と
す
る
。
手
に
笏
を
持
つ
も
の
の
星
名
は
書
か
れ
な

い
。
視
線
は
前
列
右
の
人
物
が
向
か
っ
て
左
側
を
向
き
、
ほ
か
六
人
は
同
じ
方
向

を
向
く
。

輔
弼
星
の
二
人
は
青
い
冠
と
赤
い
着
物
を
身
に
つ
け
、
手
に
笏
を
持
ち
、
七
星

の
後
ろ
を
進
む
。
宝
寧
寺
本
で
は
雲
に
輪
郭
線
は
無
く
、
霞
が
漂
う
よ
う
に
ぼ
ん

や
り
と
表
現
す
る
。
本
稿
で
扱
う
宝
厳
寺
本
で
は
全
員
を
足
元
ま
で
描
く
の
に
対

し
、
七
星
の
三
人
以
外
は
足
を
隠
し
て
い
る
。
画
面
右
上
に
「
北
斗
七
元
左
輔
右

弼
衆
左
第
三
十
五
」
と
記
す
。

こ
の
宝
寧
寺
本
は
、
北
斗
の
容
姿
や
整
列
す
る
構
図
が
宝
厳
寺
本
と
類
似
す

る
。
他
の
「
水
陸
画
」
で
は
降
臨
す
る
モ
チ
ー
フ
は
共
通
し
て
い
て
も
、
整
列
し

た
描
写
を
す
る
例
は
多
く
な
い
。
宝
寧
寺
の
「
水
陸
画
」
と
宝
厳
寺
本
に
み
る
北

斗
九
星
像
は
特
に
近
い
作
例
と
言
え
、
宝
厳
寺
本
が
「
水
陸
画
」
で
あ
る
こ
と
の

裏
付
け
と
な
る
。

次
に
京
都
府
松
尾
寺
蔵
「
終
南
山
曼
荼
羅
」（
図
10
）
に
み
る
七
星
に
言
及
し

た
い
。
本
図
は
日
本
の
鎌
倉
時
代
の
作
と
み
ら
れ
、
七
星
を
被
髪
の
女
性
形
と
し

て
描
く
例
の
一
つ
で
あ
る
。
北
斗
曼
荼
羅
の
一
種
だ
が
、
一
般
的
な
北
斗
曼
荼
羅

と
は
異
な
り
、
尊
格
が
整
然
と
は
並
ば
ず
、「
終
南
山
遇
斗
」
の
説
話
、
つ
ま
り

皇
帝
が
終
南
山
で
七
星
の
一
人
と
会
う
内
容
を
あ
ら
わ
す（

（3
（

。

こ
の
説
話
に
は
、

皇
帝
遇
北
斗
七
星
図
並
所
属
星
、
出
大
唐
開
成
四
年
暦
中
、
皇
帝
遊
於
終
南

山
、
忽
見
一
女
、
披
髪
身
着
素
衣
、
山
中
遊
行
、
皇
帝
問
曰
、
是
何
女
人

乎
、
答
曰
、
吾
姉
妹
七
人
是
北
斗
七
星
管

と
あ
り
、
七
星
が
女
性
で
、
そ
の
中
の
一
人
が
皇
帝
の
前
に
姿
を
見
せ
る
な
ど
、

「
終
南
山
曼
荼
羅
」
の
表
現
と
も
一
致
を
み
る
（
図
11
）。
画
中
に
は
道
教
と
仏
教

の
要
素
が
混
在
し
、
道
仏
習
合
の
特
徴
が
認
め
ら
れ
る（

（3
（

。「
終
南
山
曼
荼
羅
」
は

道
教
神
の
七
星
が
被
髪
の
女
性
と
し
て
描
か
れ
た
例
の
一
つ
と
わ
か
る
。

ま
た
、
道
教
の
九
星
を
描
く
作
例
と
し
て
、
高
麗
美
術
館
蔵
「
熾
盛
光
如
来
降

臨
図
」
が
あ
る
（
図
12
）。
麻
布
着
色
、
一
幅
、
縦
八
十
四
・
八
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
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図８ 「仏説北斗七星延命経」挿絵

図９ 北斗九星（宝寧寺水陸画）
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図10 「終南山曼荼羅」
松尾寺（京都府京都市）

図11 同 部分

図12 「熾盛光如来降臨図」 部分 高麗美術館
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横
六
十
六
・
一
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
東
寺
観
智
院
に
伝
来
し
、
下
端
中
央
に
明
国

隆
慶
三
年
（
一
五
六
九
）
の
銘
が
残
る
。
明
の
年
号
は
朝
鮮
王
朝
で
も
用
い
ら
れ

て
お
り
、
朱
で
塗
ら
れ
た
麻
布
に
金
泥
線
描
画
と
い
う
朝
鮮
前
期
に
見
ら
れ
る
特

徴
を
有
す
る
こ
と
か
ら
、
朝
鮮
半
島
で
の
制
作
と
み
ら
れ
て
い
る（

（3
（

。
北
極
星
を
神

格
化
し
た
熾
盛
光
如
来
が
、
牛
の
引
く
宝
車
に
乗
っ
て
降
臨
す
る
様
子
を
描
く
。

中
央
に
み
る
熾
盛
光
如
来
の
右
上
に
九
星
が
お
り
、
宝
厳
寺
本
の
九
星
と
類
似
す

る
服
装
に
、
笏
を
持
つ
姿
で
あ
ら
わ
す
。
七
星
を
被
髪
姿
の
女
性
、
輔
弼
二
星
を

男
性
と
す
る
点
が
共
通
す
る
。
金
泥
の
文
字
は
「
七
星
」
と
記
さ
れ
る
が
、
輔
弼

二
星
の
姿
を
描
き
込
む
の
は
、
二
星
を
加
え
る
信
仰
の
反
映
を
示
す
。

こ
こ
ま
で
道
教
の
作
品
や
、
道
仏
の
信
仰
の
混
ざ
っ
た
作
例
に
お
い
て
、
北
斗

が
女
性
の
姿
を
と
る
例
が
見
ら
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
女
性
の
姿
に
関
し
て
柳
澤
孝

氏
は
、
日
本
の
北
斗
曼
荼
羅
で
は
男
性
で
あ
ら
わ
す
の
が
普
通
だ
が
、
中
国
で
は

道
仏
と
も
に
女
性
で
あ
ら
わ
す
場
合
が
あ
り
、
由
来
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
図
像

学
上
注
意
す
べ
き
で
あ
る
と
述
べ
る（

（4
（

。

北
斗
を
女
性
の
姿
で
あ
ら
わ
す
こ
と
の
理
由
と
し
て
、
陰
陽
思
想
が
関
係
す
る

と
み
ら
れ
る
。
道
教
神
で
「
陰
」
に
属
す
る
も
の
を
司
る
神
は
、
同
じ
く
「
陰
」

に
属
す
る
女
性
の
姿
を
と
る
例
が
あ
る
。
例
え
ば
大
地
の
神
「
后
土
」
が
あ
る（

（4
（

。

大
地
は
命
の
源
と
な
る
食
物
を
作
り
、
動
植
物
を
育
て
る
た
め
に
重
要
視
さ
れ
、

ま
た
墓
の
守
り
神
と
し
て
も
よ
く
祀
ら
れ
た
。
や
が
て
天
は
「
陽
」、
地
は
「
陰
」

の
イ
メ
ー
ジ
、
男
性
が
「
陽
」、
女
性
が
「
陰
」
の
イ
メ
ー
ジ
と
結
び
つ
き
、「
后

土
」
を
女
性
の
姿
で
表
現
す
る
こ
と
が
増
え
た
。
ま
た
九
曜
の
日
月
は
、
男
性
と

女
性
に
描
か
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
武
田
和
昭
氏
は
中
国
と
朝
鮮
半
島
の
熾
盛
光
仏

降
臨
図
を
観
察
し
、
そ
の
中
に
描
か
れ
る
九
曜
星
の
日
曜
星
は
男
性
、
月
曜
星
は

女
性
に
描
く
と
述
べ
る（

（4
（

。

こ
の
よ
う
に
「
陰
」
に
属
す
場
合
に
女
性
の
姿
を
と
る
例
が
あ
る
。「
緯
書
」

で
は
北
斗
が
「
陰
」
に
属
す
る
と
書
か
れ
る
た
め
、「
子
供
の
寿
命
」
の
説
話
で

も
北
斗
が
「
死
」、
南
斗
が
「
生
」
を
司
り
、
そ
れ
ぞ
れ
に
「
陰
」
と
「
陽
」
の

イ
メ
ー
ジ
が
与
え
ら
れ
て
い
た
。
以
上
の
検
討
か
ら
、
北
斗
は
「
陰
」
に
属
す
る

た
め
に
女
性
の
姿
が
あ
て
ら
れ
た
可
能
性
を
み
て
お
き
た
い
。

五

二
人
の
使
者
に
つ
い
て

最
後
に
北
斗
九
星
を
先
導
す
る
二
人
の
使
者
に
注
目
し
た
い
。

文
化
庁
国
指
定
文
化
財
等
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
作
品
解
説
で
は
、
本
図
の
「
擎
羊

使
者
」
が
静
岡
県
М
Ｏ
Ａ
美
術
館
、
京
都
府
醍
醐
寺
に
所
蔵
さ
れ
る
九
曜
星
図
像

の
「
月
孛
星
」
と
類
似
し
（
図
13
・
14
）、
左
手
に
持
つ
盆
に
は
「
羊
頭
」
を
載

せ
て
い
る
と
す
る（

（4
（

。
こ
の
九
曜
星
図
像
は
熾
盛
光
仏
、
金
曜
、
水
曜
、
木
曜
、
月

孛
星
、
土
曜
、
火
曜
、
計
都
星
、
羅
睺
星
を
白
描
図
像
で
描
き
、
М
Ｏ
Ａ
美
術
館

本
が
平
安
時
代
の
長
寛
二
年
（
一
一
六
四
）、
醍
醐
寺
本
が
鎌
倉
時
代
十
三
世
紀

の
作
で
あ
る
。「
月
孛
星
」
は
七
政
の
運
行
に
関
わ
る
と
さ
れ（

（4
（

、
こ
こ
で
は
女
性

の
姿
を
と
る
。
本
図
の
「
擎
羊
使
者
」
と
比
較
す
る
と
、
髪
を
流
し
て
い
る
点
や

着
衣
の
デ
ザ
イ
ン
が
異
な
る
な
ど
の
相
違
点
は
あ
る
が
、
右
手
に
剣
、
左
手
に
盆

を
持
つ
点
が
共
通
す
る
（
図
15
）。
さ
ら
に
「
月
孛
星
」
の
盆
に
は
「
羊
頭
」
を

描
く
。

本
図
で
は
絹
の
脱
落
に
よ
り
「
擎
羊
使
者
」
の
持
つ
盆
に
何
が
乗
せ
ら
れ
て
い

る
か
判
別
し
難
い
が
、
や
は
り
「
羊
頭
」
で
あ
る
と
推
察
さ
れ
る
。「
擎
羊
使
者
」

の
「
擎
」
に
は
捧
げ
る
と
い
う
意
味
が
あ
り
、
名
称
的
に
も
相
応
し
い
。

二
使
者
は
と
も
に
右
手
に
剣
を
執
る
こ
と
か
ら
、
調
伏
す
る
対
象
が
あ
る
こ
と

を
示
し
、
邪
を
払
う
意
味
合
い
が
想
定
さ
れ
る
。

こ
れ
ま
で
「
陀
羅
尼
使
者
」
と
「
擎
羊
使
者
」
は
典
拠
不
明
と
さ
れ
て
き
た
が
、
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図13 「九曜星図像」月孛星
醍醐寺

（京都府京都市）

図14 「九曜星図像」月孛星
MOA美術館

（静岡県熱海市）図15 「北斗九星図」二使者

図16 「太上玄霊北斗本命延生真経註」挿絵
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筆
者
が
注
目
し
た
の
は
『
太
上
玄
霊
北
斗
本
命
延
生
真
経
註
』
に
み
る
、
北
斗
の

降
臨
の
際
の
記
述
で
あ
る（

（4
（

。

吾
若
見
斗
中
一
人
如
玉
女
托
羊
頭
者
、
名
曰
擎
羊
使
者
、
次
見
一
人
左
手
執

劔
右
手
托
華
盤
者
、
名
曰
陀
羅
使
者
、
此
二
人
先
来
検
校
所
有
供
養
不
精
專

及
穢
觸
、
皆
此
二
人
奏
報
、
若
有
異
香
紫
雲
入
室
者
、
是
吾
七
真
及
左
輔
右

弼
下
降
也
、

も
し
斗
中
に
一
人
玉
の
如
き
女
、
羊
頭
を
托
す
る
者
を
見
れ
ば
、
名
づ
け
て

擎
羊
使
者
と
曰
う
。
次
に
一
人
左
手
に
劔
を
執
り
、
右
手
に
華
盤
を
托
す
る

者
を
見
れ
ば
、
名
づ
け
て
陀
羅
使
者
と
曰
う
。
こ
の
二
人
は
先
に
来
り
、
供

養
あ
る
と
こ
ろ
に
先
来
検
校
し
、
精
専
な
ら
ず
穢
觸
に
及
ば
ば
、
皆
こ
の
二

人
奏
報
す
。
も
し
異
香
紫
雲
室
に
入
る
者
あ
れ
ば
こ
れ
吾
が
七
真
お
よ
び
左

輔
右
弼
の
下
降
す
る
な
り
。

と
あ
り
、
手
の
ひ
ら
に
羊
頭
を
乗
せ
る
女
性
が
「
擎
羊
使
者
」、
も
う
一
人
の
左

手
に
剣
を
持
ち
右
手
に
華
盤
を
持
つ
女
性
が
「
陀
羅
使
者
」
と
し
て
い
る（

（4
（

。

二
人
の
使
者
は
北
斗
九
星
よ
り
も
先
に
供
養
の
席
に
訪
れ
、
人
が
怠
け
た
り
穢

れ
に
触
れ
た
り
し
て
い
な
い
か
調
べ
、
北
斗
に
報
告
す
る
。
も
し
素
晴
ら
し
い
香

り
が
し
た
の
な
ら
北
斗
七
星
と
輔
弼
星
が
降
臨
す
る
、
と
の
内
容
に
な
っ
て
い

る
。「

異
香
」
は
仏
教
に
も
道
教
に
も
使
用
さ
れ
る
単
語
で
、
聖
者
が
臨
終
す
る
場

面
、
仏
舎
利
に
関
す
る
不
思
議
な
話
の
場
面
、
仏
菩
薩
な
ど
が
現
れ
る
場
面
な
ど

に
お
い
て
登
場
す
る
。
船
山
徹
氏
は
「
異
香
」
の
語
が
認
め
ら
れ
る
場
面
に
つ
い

て
、「
聖
な
る
存
在
と
の
接
触
な
い
し
遭
遇
、
あ
る
い
は
そ
れ
に
よ
っ
て
聖
な
る

空
間
が
現
前
化
す
る
こ
と
」
が
共
通
す
る
と
指
摘
す
る（

（4
（

。

『
太
上
玄
霊
北
斗
本
命
延
生
真
経
註
解
』
の
よ
う
な
人
物
の
絵
は
認
め
ら
れ
な

い
も
の
の
、
北
斗
九
星
と
二
使
者
の
霊
符
の
図
様
が
添
え
ら
れ
る
（
図
16
）。

こ
の
二
使
者
に
つ
い
て
、
本
図
と
記
述
内
容
を
比
べ
る
と
、「
擎
羊
使
者
」
が

剣
を
執
る
記
述
が
な
い
点
、「
陀
羅
尼
使
者
」
は
枝
付
き
の
花
で
は
な
く
、「
華

盤
」
を
手
に
執
る
点
が
異
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
「
陀
羅
尼
使
者
」
は
「
陀
羅
使

者
」
と
表
記
さ
れ
る
な
ど
の
相
違
が
見
ら
れ
る
。
一
方
、
第
三
章
で
確
認
し
た
使

者
と
北
斗
九
星
の
乗
っ
て
い
る
雲
の
描
き
分
け
は
『
太
上
玄
霊
北
斗
本
命
延
生
真

経
註
』
の
記
述
に
あ
る
、
北
斗
九
星
に
先
行
し
て
降
臨
し
て
く
る
二
使
者
の
性
格

を
反
映
し
て
い
る
。
北
斗
九
星
の
雲
に
比
べ
、
二
使
者
が
乗
る
雲
の
尾
を
細
長
く

伸
ば
す
こ
と
で
、
よ
り
速
い
速
度
で
供
養
者
の
も
と
に
降
臨
さ
せ
て
い
る
こ
と
が

わ
か
る
。「
北
斗
九
星
に
先
行
し
て
降
臨
し
人
間
の
善
悪
を
判
断
す
る
」
と
の
役

割
を
明
確
に
あ
ら
わ
す
表
現
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。
女
性
の
姿
で
北
斗
九
星
よ
り

も
先
を
進
む
こ
と
か
ら
、
こ
の
記
述
の
使
者
を
描
い
た
の
は
明
ら
か
で
あ
る
。

さ
ら
に
二
使
者
の
説
明
に
つ
い
て
は
、
明
時
代
の
『
蠡
海
集
』「
鬼
神
類
」
に

も
認
め
ら
れ
る
。
和
刻
本
も
作
ら
れ
広
く
知
ら
れ
た
書
物
で
、
撰
者
の
王
逵
は

『
四
庫
全
書
』
の
解
題
よ
り
明
時
代
の
銭
塘
の
人
で
博
識
と
さ
れ
る
以
外
は
不
明

で
あ
る
。
そ
の
中
の
記
述
は
二
使
者
の
持
物
の
描
写
に
関
係
し
て
お
り
、
次
の
よ

う
に
記
さ
れ
る
。

北
斗
居
亥
、
以
亥
為
正
、
天
門
三
合
臨
卯
未
、
故
以
陀
羅
擎
羊
當
之
、
卯
為
春

木
旺
鄉
、
故
陀
羅
托
桃
花
、
未
為
羊
、
故
擎
羊
托
羊
首
也
、
又
斗
位
於
北
所
理

在
於
天
南
、
故
使
者
有
擎
羊
陀
羅
之
像
、
葢
陀
羅
托
桃
花
者
桃
之
為
物
、
花
實

俱
赤
、
文
明
離
午
之
義
也
、
擎
羊
托
羊
首
者
未
肖
也
、
斯
以
所
寓
意
在
焉
、
又

陀
羅
花
名
故
在
手
托
之
、
猶
擎
羊
之
托
羊
首
也
（
四
庫
全
書
本
）
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か
っ
て
右
に
陀
羅
、
左
に
擎
羊
、
北
斗
が
北
西
か
ら
南
東
方
向
に
向
か
い
、『
蠡

海
集
』
の
木
気
三
合
の
並
び
と
一
致
す
る
。
し
た
が
っ
て
天
か
ら
北
斗
が
降
臨
す

る
様
子
を
再
現
し
た
可
能
性
が
あ
る
。

最
後
に
二
使
者
の
持
物
で
あ
る
桃
と
羊
頭
に
つ
い
て
み
て
い
く
。
陀
羅
尼
使

者
、
陀
羅
使
者
、
陀
羅
と
表
記
さ
れ
る
使
者
は
、
本
図
で
は
桃
の
花
の
つ
い
た

枝
、『
太
上
玄
霊
北
斗
本
命
延
生
真
経
註
』
で
は
華
盤
、『
蠡
海
集
』
で
は
桃
花
を

持
つ
と
し
て
い
た
。
こ
こ
で
は
桃
と
し
て
考
察
し
た
い
。

「
桃
」
は
長
寿
の
果
実
で
あ
り
、
辟
邪
の
意
味
が
あ
る（

（4
（

。
桃
は
花
、
果
実
と
も

に
赤
く
、
赤
は
中
国
で
め
で
た
い
色
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
桃
を
用
い
た
辟
邪
の

例
は
複
数
み
ら
れ
、
例
え
ば
桃
の
枝
の
柄
に
葦
を
組
み
合
わ
せ
た
箒
の
よ
う
な

「
桃
茢
」
と
い
う
道
具
が
あ
る
。『
春
秋
左
氏
伝
』
の
襄
王
二
十
九
年
に
は
「
乃
使

巫
以
桃
茢
先
祓
殯
」
と
あ
り
、
な
き
が
ら
を
桃
茢
で
払
う
こ
と
で
不
浄
を
清
め
て

い
る
。
ま
た
昭
王
四
年
で
は
雹
の
貯
蔵
に
つ
い
て
、
貯
蔵
す
る
際
に
は
黒
い
雄
羊

と
黒
き
び
を
備
え
て
司
寒
の
神
を
祀
り
、
取
り
出
す
際
は
桃
の
木
で
作
ら
れ
た
弓

と
い
ば
ら
の
矢
で
災
い
を
は
ら
う
と
あ
る
。
鎌
田
正
氏
は
「
氷
は
至
尊
や
喪
祭
な

ど
に
用
い
る
の
で
、
こ
れ
を
用
い
て
邪
気
を
払
っ
た
。」
と
さ
れ
る（

（5
（

。「
桃
符
」
は

桃
の
木
で
作
ら
れ
た
符
で
あ
り
、
門
に
掲
げ
魔
除
け
と
す
る
。
水
上
静
夫
氏
は
桃

の
木
を
用
い
た
魔
除
け
の
道
具
が
数
多
く
み
ら
れ
る
こ
と
や
、「
桃
」
が
「
亡
」

や
「
逃
」
と
通
じ
、
鬼
な
ど
の
不
祥
な
存
在
か
ら
逃
れ
る
意
味
が
あ
る
と
考
え
ら

れ
て
い
た
こ
と
を
指
摘
す
る（

（5
（

。
桃
の
木
の
呪
力
の
由
来
と
し
て
、『
山
海
経
』
の

度
朔
山
の
鬼
門
の
話
が
挙
げ
ら
れ
る
。
加
え
て
永
尾
龍
造
氏
は
辟
邪
の
た
め
に
桃

の
枝
を
用
い
る
例
か
ら
、
鬼
が
恐
れ
る
桃
の
力
は
枝
に
こ
そ
存
在
す
る
と
し
て
い

る（
（5
（

。
桃
の
辟
邪
の
力
に
注
目
す
る
と
、
桃
の
木
の
部
分
を
用
い
る
例
が
多
い
。
陀

羅
尼
使
者
が
桃
の
果
実
で
は
な
く
、
桃
の
花
の
つ
い
た
枝
を
持
つ
こ
と
も
辟
邪
の

意
味
を
重
視
し
た
と
み
ら
れ
る
。

北
斗
、「
亥
」
に
居
る
。「
亥
」
を
以
て
正
と
為
す
。
天
門
三
合
、「
卯
」
と
「
未
」

に
臨
む
。
故
に
「
陀
羅
」「
擎
羊
」
を
以
て
こ
れ
に
当
つ
。「
卯
」
は
春
木
の
旺

郷
と
為
す
。
故
に
「
陀
羅
」、
桃
花
を
托
す
。「
未
」
は
羊
と
為
す
。
故
に
「
擎

羊
」、
羊
首
を
托
す
な
り
。
ま
た
斗
、
北
に
位
し
、
理
と
す
る
所
は
天
南
に
在

り
。
故
に
使
者
と
し
て
「
擎
羊
」「
陀
羅
」
の
像
あ
り
。
け
だ
し
「
陀
羅
」
の

桃
花
を
托
す
る
者
は
桃
の
為
物
な
り
。
花
実
と
も
に
赤
き
は
、
文
明
離
午
の
義

な
り
。「
擎
羊
」
の
羊
首
を
托
す
る
者
は
「
未
」
の
肖
な
り
。
斯
の
意
を
寓
す

る
ゆ
え
ん
は
こ
こ
に
在
り
。
ま
た
「
陀
羅
」
は
花
の
名
、
故
に
手
に
在
り
て
こ

れ
を
托
す
は
、
な
お
「
擎
羊
」
の
羊
首
に
托
す
が
ご
と
き
な
り
。

亥
の
方
角
に
北
斗
、
卯
の
方
角
に
陀
羅
、
未
の
方
角
に
擎
羊
を
当
て
、
三
合
を

為
す
と
し
て
い
る
。
三
合
と
は
陰
陽
五
行
説
に
お
い
て
干
支
の
う
ち
特
定
の
三
つ

を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
気
の
生
、
旺
、
墓
の
移
り
変
わ
り
を
表
す
、
ま
た
は
一

つ
の
大
き
な
気
と
な
る
と
い
う
思
想
で
あ
る
。
巳
酉
丑
は
金
気
三
合
、
申
子
辰
は

水
気
三
合
、
寅
午
戌
は
火
気
三
合
、
亥
卯
未
は
木
気
三
合
と
な
る（

（4
（

。
木
の
気
は
一

年
の
う
ち
亥
の
十
月
で
発
生
し
、
卯
の
二
月
で
最
も
大
き
く
な
り
、
未
の
六
月
で

終
わ
る
と
さ
れ
る
。
卯
は
木
の
旺
に
当
た
り
、
春
に
は
桃
の
花
が
盛
ん
に
咲
く
た

め
卯
に
当
た
る
陀
羅
は
桃
の
花
を
持
ち
、
未
に
当
た
る
擎
羊
は
羊
頭
を
持
つ
と
い

う
。『

蠡
海
集
』
の
記
述
と
本
図
を
位
置
関
係
に
注
目
し
て
比
較
す
る
と
、
北
斗
の

前
を
二
使
者
が
進
む
点
で
は
共
通
す
る
が
、
本
図
で
は
画
面
全
体
が
木
気
三
合
の

配
置
か
ら
左
右
を
反
転
し
て
描
か
れ
る
。
こ
の
理
由
は
明
ら
か
で
は
な
い
。
そ
こ

で
本
図
を
天
に
上
げ
る
場
合
を
考
え
て
み
た
い
。
本
図
の
下
辺
が
手
前
に
来
る
向

き
で
、
表
が
見
え
る
よ
う
に
天
井
に
貼
り
付
け
、
上
端
を
北
側
と
し
た
場
合
、
向



18

以
上
よ
り
二
使
者
は
北
斗
が
降
臨
す
る
前
に
、
そ
の
人
間
に
穢
れ
が
な
い
か
を

調
べ
、
北
斗
に
報
告
す
る
役
割
を
持
つ
。
そ
れ
ぞ
れ
の
持
物
は
辟
邪
の
桃
に
不
直

な
も
の
を
識
別
す
る
羊
頭
と
み
ら
れ
、
二
使
者
の
役
割
に
適
す
る
と
考
察
し
た
。

お
わ
り
に

北
斗
九
星
信
仰
は
主
に
道
教
の
発
展
す
る
唐
代
頃
か
ら
多
く
見
ら
れ
、
宋
代
に

流
行
し
た
。
ま
た
北
斗
九
皇
と
し
て
東
南
ア
ジ
ア
で
も
信
仰
さ
れ
て
い
る
。

本
図
の
信
仰
に
つ
い
て
は「
水
陸
会
」と
北
斗
信
仰
を
手
掛
か
り
に
考
え
た
。「
水

陸
会
」
は
儀
式
の
始
ま
り
を
伝
え
る
説
話
中
で
、
梁
の
武
帝
が
「
水
陸
会
」
を
行

う
た
め
に
倣
っ
た
阿
難
の
儀
式
が
、
霊
魂
救
済
を
目
的
と
し
つ
つ
、
行
っ
た
者
が

延
命
を
得
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、「
延
命
」
に
意
義
が
あ
る
と
み
る
。
北

斗
信
仰
に
つ
い
て
は
、
本
図
が
道
教
の
特
徴
を
示
し
て
お
り
、
道
教
の
北
斗
は
司

命
の
性
格
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
延
命
を
願
う
対
象
で
あ
っ
た
。
加
え
て
本
図

が
典
拠
と
し
て
い
る
『
太
上
玄
霊
北
斗
本
命
延
生
真
経
』
が
延
命
を
テ
ー
マ
に
し

て
い
た
。
以
上
の
こ
と
か
ら
本
図
が
「
水
陸
会
」
の
堂
内
に
飾
ら
れ
る
意
義
と
し

て
延
命
長
寿
を
願
う
意
味
が
あ
っ
た
。

次
に
北
斗
七
星
が
女
性
の
姿
で
表
さ
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
、
北
斗
と
女
性
が
共

に
陰
に
属
す
る
も
の
で
あ
る
た
め
、
一
因
と
し
て
陰
陽
思
想
が
関
係
し
て
い
る
の

で
は
な
い
か
と
み
る
。

最
後
に
陀
羅
尼
使
者
と
擎
羊
使
者
の
二
人
は
『
太
上
玄
霊
北
斗
本
命
延
生
真
経

註
』
の
記
述
か
ら
人
間
の
行
い
を
調
べ
、
北
斗
に
報
告
す
る
役
割
が
あ
る
と
分

か
っ
た
。

一
方
、
二
使
者
の
持
物
が
資
料
に
よ
っ
て
異
な
る
部
分
に
つ
い
て
、
そ
の
違
い

の
理
由
や
ど
れ
が
正
で
あ
る
の
か
、
ま
た
『
蠡
海
集
』
の
記
述
に
お
い
て
北
斗
と

一
方
、
擎
羊
使
者
が
持
つ
「
羊
頭
」
に
は
ど
の
よ
う
な
意
味
が
あ
る
の
か
。
七

世
紀
の
唐
代
初
期
に
成
立
し
た
類
書
『
芸
文
類
聚
』
に
「
説
文
曰
羊
祥
也
」（『
説

文
』
に
曰
う
、
羊
は
祥
な
り
と
。）
と
記
述
が
あ
り（

（5
（

、
こ
れ
に
つ
い
て
白
川
静
氏

は
「
羊
神
判
に
よ
っ
て
吉
凶
を
判
ず
る
こ
と
か
ら
そ
の
意
と
な
っ
た
も
の
で
あ
ろ

う
」
と
さ
れ
る（

（5
（

。
ま
た
「
羊
」
を
含
む
「
善
」
や
「
美
」
に
つ
い
て
も
同
様
に
、「
羊

神
判
」
と
の
関
係
を
指
摘
す
る
。
羊
神
判
は
、
不
直
な
者
を
識
別
す
る
能
力
を
持

つ「
解
廌
」と
い
う
神
羊
を
用
い
た
神
判
で
あ
る
。『
墨
子
』中
に
記
述
が
み
ら
れ
、

解
廌
は
羊
と
記
さ
れ
る（

（5
（

。

「
斉
の
荘
君
の
家
臣
の
王
里
国
と
中
里
徼
が
訴
訟
で
争
い
、
三
年
間
決
着
が
つ

か
な
か
っ
た
た
め
、
荘
君
は
羊
神
判
を
行
う
こ
と
に
し
た
。
穴
を
掘
り
、
羊
の
首

を
切
り
頸
血
を
注
い
だ
。
王
里
国
の
誓
辞
が
終
わ
り
、
中
里
徼
が
誓
い
を
始
め
る

と
、
半
ば
ま
で
至
る
前
に
羊
頭
が
動
い
て
中
里
徼
の
脚
に
触
れ
た
の
で
、
中
里
徼

は
つ
ま
ず
い
た
。
そ
の
場
へ
神
霊
が
至
り
、
中
里
徼
を
打
ち
殺
し
た
。」
と
い
う

内
容
で
羊
頭
に
は
不
直
な
る
も
の
を
見
抜
く
意
味
が
あ
る
と
分
か
る（

（5
（

。

ま
た
「
羊
」
と
「
陽
」
は
音
通
で
あ
る
た
め
、
こ
の
点
に
お
い
て
も
込
め
ら
れ

る
意
味
を
み
る
必
要
が
あ
る
。
関
連
を
示
す
例
に
「
三
陽
開
泰
」
が
あ
る（

（5
（

。
新
春

の
祝
辞
に
用
い
ら
れ
る
語
で
あ
り
、
冬
至
に
陰
が
極
ま
り
陽
が
生
じ
て
か
ら
、
正

月
に
陰
陽
が
等
し
く
な
り
、
や
が
て
陽
が
盛
ん
に
な
る
こ
と
に
由
来
す
る
。「
泰
」

は
易
経
に
お
い
て
陽
爻
三
本
の
上
に
陰
爻
三
本
が
重
な
っ
た
も
の
で
、
陰
陽
が
交

わ
り
天
下
泰
平
に
向
か
う
状
態
を
指
す（

（5
（

。「
三
陽
開
泰
」
は
「
陽
」
を
「
羊
」
に

置
き
換
え
、
三
匹
の
羊
の
図
に
よ
っ
て
表
現
さ
れ
る（

（5
（

。
以
上
の
よ
う
に
音
通
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
羊
に
は
「
陰
」
に
対
抗
す
る
「
陽
」
の
イ
メ
ー
ジ
が
関
連
づ
い
て

い
る
と
み
ら
れ
る
。
こ
こ
で
邪
を
退
け
る
桃
の
枝
を
持
つ
陀
羅
尼
使
者
を
「
陽
」

と
す
る
と
、「
陰
」
の
北
斗
と
「
陽
」
の
二
使
者
と
の
解
釈
が
考
え
ら
れ
る
が
、

二
使
者
も
女
性
の
た
め
検
討
が
必
要
で
あ
る
。
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二
使
者
が
「
木
気
三
合
」
を
構
成
す
る
理
由
に
つ
い
て
は
な
お
検
討
が
必
要
で
あ

り
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。
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研
究
所
年
報
』
第
十
五
号

大
正
大
学
綜
合
佛
教
研
究
所

一
九
九
三
年
）、
四
十
六
頁
。

（
21
）
「
水
陸
儀
軌
」
巻
三
（『
卍
続
蔵
経
』
第
一
〇
一
冊

新
文
豊
出
版

一
九
七
六
年
）、

五
六
〇
頁
。

（
22
）
註
（
20
）
掲
載
論
文
参
照
、
四
〇
～
四
十
一
頁
。

（
23
）
「
施
食
通
覧

水
陸
大
斎
霊
跡
記
」
註
（
16
）
参
照
。

（
24
）
高
志
緑
「
南
宋
時
代
の
水
陸
画
に
関
す
る
復
元
的
考
察
―
個
人
蔵
「
諸
尊
降
臨
図
」
と

知
恩
院
蔵
「
羅
漢
集
会
図
」
を
中
心
に
―
」（『
美
術
史
』
第
六
十
三
号

美
術
史
学
会

二
〇
一
三
年
）、
四
十
七
～
四
十
八
頁
。

（
25
）
本
図
は
縦
一
一
二
・
五
㎝
、
横
五
四
・
一
㎝
、
水
陸
画
と
み
ら
れ
る
他
の
作
品
の
大
き
さ

は
、
奈
良
国
立
博
物
館
蔵
「
十
八
羅
漢
図
」
縦
一
一
八
・
二
㎝
、
横
五
四
・
九
㎝
、
ア
メ
リ

カ
個
人
蔵
「
諸
尊
降
臨
図
」
縦
一
三
一
・
〇
㎝
、
横
五
八
・
八
㎝
、
京
都
府
知
恩
院
蔵
「
羅

漢
集
会
図
」
縦
一
一
八
・
五
㎝
、
横
五
九
・
〇
㎝
、
大
阪
府
弘
川
寺
蔵
「
地
蔵
十
王
図
」
縦

一
二
〇
・
二
㎝
、
横
五
二
・
六
㎝
な
ど
で
多
少
の
大
小
は
あ
る
が
大
方
揃
っ
て
い
る
。

（
26
）
谷
口
耕
生
「
北
斗
九
星
像
」
作
品
解
説
（『
聖
地
寧
波
―
日
本
仏
教
一
三
〇
〇
年
の
源

流
―
』
奈
良
国
立
博
物
館

二
〇
〇
九
年
）。

（
27
）
齋
藤
龍
一
「
北
斗
九
星
図
」
作
品
解
説
（『
道
教
の
美
術T

A
O

ISM
 A

RT

』
大
阪
市

立
美
術
館

二
〇
〇
九
年
）。

（
28
）
井
手
誠
之
輔
「
礼
拝
像
に
お
け
る
視
覚
表
象
―
宋
元
仏
画
の
場
合
」（『
死
生
学
研

究
』
第
十
六
号

東
京
大
学
大
学
院
人
文
社
会
系
研
究
科

二
〇
一
一
年
）、
七
十
三
～

七
十
四
頁
。

（
29
）
鷹
巣
純
「
途
上
と
し
て
の
空
―
水
陸
画
と
空
中
表
現
―
」（『
国
際
比
較
神
話
学
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
原
稿
集
』
比
較
神
話
学
研
究
組
織
Ｇ
Ｒ
Ｍ
Ｃ

二
〇
〇
六
年
）、
二
〇
五
～

二
〇
六
頁
。

（
30
）
註
（
8
）
掲
載
文
献
参
照
。

（
31
）
柳
澤
孝
「
道
教
の
星
曼
荼
羅
」（『
国
華
』
第
九
一
一
号

国
華
社

一
九
六
八
年
）、

十
四
頁
。

（
32
）
「
太
上
玄
霊
北
斗
本
命
延
生
真
経
註
解
」（『
正
統
道
蔵
』
第
二
十
八
冊

藝
文
印
書
店

一
九
七
七
年
）、
二
二
六
一
五
～
二
二
六
一
六
頁
。

（
33
）
「
仏
説
北
斗
七
星
延
命
経
」（『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
第
二
十
一
巻

大
正
新
脩
大
蔵
経

刊
行
会

一
九
八
九
年
）、
四
二
五
頁
。

（
34
）
張
君
房
、蔣
力
生
『
雲
笈
七
籤
』（
華
夏
出
版
社

一
九
九
六
年
）、一
三
六
〜
一
三
九
頁
。

（
35
）
遊
佐
昇
「
道
教
と
文
学
」（『
道
教

第
二
巻

道
教
の
展
開
』
平
河
出
版
社

一
九
八
三
年
）、
三
三
四
頁
。

（
36
）
山
西
省
博
物
館
『
宝
寧
寺
明
代
水
陸
画
』（
文
物
出
版
社

一
九
八
八
年
）、二
〇
三
頁
。

（
37
）
「
白
宝
口
抄
」（『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
第
七
巻

大
正
新
脩
大
蔵
経
刊
行
会

一
九
七
七
年
）、
三
〇
四
頁
。

【
註
】

（
1
）
井
手
誠
之
輔
「
北
斗
九
星
像
軸
」
解
説
（『
世
界
美
術
大
全
集
』
東
洋
編
第
六
巻
南
宋
・

金

小
学
館

二
〇
〇
〇
年
）、
三
七
三
頁
。

（
2
）
曽
布
川
寛
「
漢
鏡
と
戦
国
鏡
の
宇
宙
表
現
の
図
像
と
そ
の
系
譜
」（『
古
文
化
研
究
』
第

十
三
号

黒
川
古
文
化
研
究
所

二
〇
一
四
年
）、
十
六
頁
。

（
3
）
林
巳
奈
夫
『
石
に
刻
ま
れ
た
世
界
』（
東
方
書
店

一
九
九
二
年
）、
一
六
八
頁
。

（
4
）
竹
田
晃
訳
『
捜
神
記
』（
平
凡
社

一
九
六
四
年
）。

（
5
）
奈
良
行
博
『
中
国
の
吉
祥
文
化
と
道
教
』（
明
石
書
店

二
〇
一
一
年
）、
八
十
三
頁
。

（
6
）
白
川
静『
字
訓
』（
平
凡
社

二
〇
〇
五
年
）、白
川
静『
字
統
』（
平
凡
社

二
〇
〇
七
年
）。

（
7
）
秋
月
観
暎
「
道
教
史
」（『
道
教
』
第
一
巻

平
河
出
版
社

一
九
八
三
年
）。

（
8
）
「
太
上
玄
霊
北
斗
本
命
延
生
真
経
」（『
正
統
道
蔵
』
第
十
九
冊

藝
文
印
書
館

一
九
七
七
年
）。

（
9
）
金
指
正
三
『
我
が
国
に
於
け
る
星
の
信
仰
』（
森
北
書
店

一
九
四
三
年
）、
一
四
二
～

一
四
三
頁
。

（
10
）
『
宋
大
詔
令
集
』
巻
第
一
百
三
十
六
（
中
華
書
局

一
九
六
二
年
）。

（
11
）
井
手
誠
之
輔
『
日
本
の
美
術

第
四
一
八
号

日
本
の
宋
元
仏
画
』（
至
文
堂

二
〇
〇
一
年
）。

（
12
）
宮
崎
法
子
「
中
国
絵
画
と
道
教
―
宋
元
時
代
を
中
心
と
し
て
」（『
ア
ジ
ア
遊
学
』
第

一
三
三
号

勉
誠
出
版

二
〇
一
〇
年
）、
一
〇
九
～
一
一
一
頁
。

（
13
）
増
尾
伸
一
郎
「
北
斗
信
仰
の
展
開
と
朝
鮮
本
『
太
上
玄
霊
北
斗
本
命
延
生
真
経
』」（『
道

教
と
中
国
撰
述
佛
典
』
汲
古
書
院

二
〇
一
七
年
）、
五
二
八
頁
。

（
14
）
原
田
正
己
「
マ
レ
ー
シ
ア
の
九
皇
信
仰
」（『
東
方
宗
教
』
第
五
十
三
号

日
本
道
教
学

会

一
九
七
九
年
）、
五
、
十
二
頁
。

（
15
）
原
田
正
己
「
九
皇
」
解
説
（『
道
教
事
典
』
平
河
出
版
社

一
九
九
四
年
）、
九
十
六

～
九
十
七
頁
。

（
16
）
「
施
食
通
覧

水
陸
大
斎
霊
跡
記
」（『
卍
続
蔵
経
』
第
一
二
九
冊

新
文
豊
出
版

一
九
七
六
年
）、
四
四
〇
～
四
四
一
頁
。
阿
川
正
貫
「
日
本
に
お
け
る
水
陸
会
―
龍
岸
寺

蔵
「
無
遮
水
陸
大
斎
記
」
よ
り
―
」（『
仏
教
思
想
の
受
容
と
展
開
』
第
二
巻

山
喜
房
佛

書
林

二
〇
〇
四
年
）、
一
九
〇
頁
。

（
17
）
塚
本
賢
暁
編
「
國
譯
佛
説
救
拔
焔
口
餓
鬼
陀
羅
尼
経
」（『
國
訳
密
教
』
経
軌
部
一

国

書
刊
行
会

一
九
八
四
年
）、
一
四
三
～
一
四
八
頁
。

（
18
）
『
大
正
新
修
大
蔵
経
』
第
二
十
一
巻
（
大
正
新
脩
大
蔵
経
刊
行
会

一
九
八
九
年
）、

四
六
四
〜
四
六
六
頁
。

（
19
）
牧
田
諦
亮
「
水
陸
会
小
考
」（『
牧
田
諦
亮
著
作
集
』
第
四
巻

臨
川
書
店

二
〇
一
五

年
）、
三
六
六
～
三
六
七
頁
。

（
20
）
千
葉
照
観
「
現
中
国
で
最
も
盛
大
な
仏
教
儀
礼
―
水
陸
会
―
」（『
大
正
大
学
綜
合
仏
教
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（
38
）
柳
澤
孝「
松
尾
寺
所
蔵
の
終
南
山
曼
荼
羅
に
つ
い
て
―
唐
本
北
斗
曼
荼
羅
の
一
異
図
―
」

（『
美
術
研
究
』
第
二
四
八
号

美
術
研
究
所

一
九
六
六
年
）。

（
39
）
姜
素
妍
「
京
都
・
高
麗
美
術
館
蔵
「
熾
盛
光
如
来
降
臨
図
」
考
―
道
仏
習
合
の
観
点
か

ら
―
」（『
京
都
美
学
美
術
史
学
』
第
一
号

京
都
美
学
美
術
史
学
研
究
会

二
〇
〇
二

年
）。

（
40
）
註
（
38
）
掲
載
論
文
参
照
、
七
頁
。

（
41
）
石
田
憲
司
「
土
地
の
神
々
」（『
道
教
の
神
々
と
祭
り
』
大
修
館
書
店

二
〇
〇
四
年
）、

二
十
八
～
二
十
九
頁
。

（
42
）
武
田
和
昭
「
大
阪
・
宝
積
院
蔵
の
星
曼
荼
羅
図
に
つ
い
て
―
星
曼
荼
羅
図
の
一
異
形
図

―
」（『
仏
教
芸
術
』
第
一
九
〇
号

毎
日
新
聞
社

一
九
九
〇
年
）、一
〇
五
～
一
〇
八
頁
。

（
43
）
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
「
国
指
定
文
化
財
等
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」

（https://kunishitei.bunka.go.jp/heritage/detail/201/10531

）（
最
終
閲
覧
日

二
〇
二
二
年
十
二
月
十
一
日
）。

（
44
）
濱
田
隆
「
九
曜
星
図
像
」
作
品
解
説
（『
密
教
美
術
大
観
』
第
四
巻

朝
日
新
聞
社

一
九
八
四
年
）。

（
45
）
三
浦
國
雄
「『
玉
樞
經
』
の
形
成
と
傳
播
」（『
東
方
宗
教
』
第
一
〇
五
号

日
本
道
教

学
会

二
〇
〇
五
年
）。『
太
上
玄
霊
北
斗
本
命
延
生
真
経
註
』
に
は
「
玄
陽
子
徐
道
齢

註
」、「
元
統
二
年
九
月
九
日
玄
陽
子
徐
道
齢
齋
沐
焚
香
再
拝
謹
題
」
と
あ
り
、
元
統
二
年

（
一
三
三
四
）
に
玄
陽
子
徐
道
齢
と
い
う
人
物
に
よ
っ
て
書
さ
れ
た
と
わ
か
る
。
た
だ
し
、

こ
の
著
者
の
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。

（
46
）
「
太
上
玄
霊
北
斗
本
命
延
生
真
経
註
」（『
正
統
道
蔵
』
第
二
十
八
冊

藝
文
印
書
館

一
九
七
七
年
）、
二
二
五
六
三
〜
二
二
五
六
四
頁
。

（
47
）
船
山
徹
『
京
大
人
文
研
東
方
学
叢
書

第
八
号

仏
教
の
聖
者
』（
臨
川
書
店

二
〇
一
九
年
）。

（
48
）
曽
我
と
も
子
「
陰
陽
五
行
思
想
に
お
け
る
三
合
の
一
考
察
―
和
名
に
み
え
る
四
季
の
循

環
の
な
か
の
田
の
神
を
と
お
し
て
―
」（『
現
代
民
俗
学
研
究
』
第
五
号

現
代
民
俗
学

会

二
〇
一
三
年
）、
吉
野
裕
子
「
五
行
循
環
」（『
吉
野
裕
子
全
集
』
第
九
巻

人
文
書

院

二
〇
〇
七
年
）、
二
四
二
～
二
四
三
頁
。

（
49
）
桃
崎
祐
輔
「
桃
呪
術
の
比
較
民
俗
学
（
一
）
―
日
本
の
事
例
を
中
心
と
し
て
―
」（『
比

較
民
俗
研
究
』
第
二
号

比
較
民
俗
研
究
会

一
九
九
〇
年
）、
奈
良
行
博
『
中
国
の
吉

祥
文
化
と
道
教
』（
明
石
書
店

二
〇
一
一
年
）、
八
十
六
頁
。

（
50
）
鎌
田
正
『
新
釈
漢
文
大
系

第
三
十
二
巻

春
秋
左
民
伝

三
』（
明
治
書
院

一
九
七
七
年
）、
一
一
三
三
～
一
一
三
六
、
一
二
六
四
～
一
二
六
六
頁
。

（
51
）
水
上
静
夫
『
花
は
紅
・
柳
は
緑

植
物
と
中
国
文
化
一
』（
八
坂
書
房

一
九
八
三
年
）、

一
〇
八
～
一
一
〇
頁
。

（
52
）
永
尾
龍
造
『
支
那
民
俗
誌
』
上
巻
（
満
州
考
古
学
会

一
九
二
二
年
）、
七
十
二
頁
。

（
53
）
「
藝
文
類
聚

巻
九
十
四

獣
部
中

羊
」（『
藝
文
類
聚
』
下
冊

中
文
出
版
社

一
九
八
〇
年
）、
一
六
三
〇
頁
。

（
54
）
白
川
静
『
字
通
』（
平
凡
社

一
九
九
六
年
）。

（
55
）
白
川
静
『
中
国
古
代
の
文
化
』（
講
談
社

一
九
七
九
年
）、
一
一
六
～
一
一
八
頁
。

（
56
）
山
田
琢
『
新
釈
漢
文
大
系

第
五
〇
巻

墨
子

上
』（
明
治
書
院

一
九
七
五
年
）、

三
四
六
～
三
四
八
頁
。

（
57
）
金
全
信
『
中
華
五
福
吉
祥
図
典

福
』（
国
書
刊
行
会

二
〇
〇
五
年
）。

（
58
）
「
周
易

巻
四

上
経

泰
」（『
漢
文
大
系

第
十
六
巻

周
易
』
富
山
房

一
九
八
四
年
）。

（
59
）
斉
藤
隆
三
『
画
題
辞
典
』（
博
文
館

一
九
二
五
年
）、
一
四
八
頁
。

【
図
版
出
典
】

図
１
・
２
：
林
巳
奈
夫
『
石
に
刻
ま
れ
た
世
界
』（
東
方
書
店

一
九
九
二
年
）。

図
３
～
６
・
10
～
12
・
15
：『
道
教
の
美
術

T
A

O
ISM

 A
RT

』（
大
阪
市
立
美
術
館

二
〇
〇
九
年
）。

図
７
：「
太
上
玄
霊
北
斗
本
命
延
生
真
経
註
解
」（『
正
統
道
蔵
』
第
二
十
八
冊

藝
文
印
書
店

一
九
七
七
年
）。

図
８
：「
佛
説
北
斗
七
星
延
命
経
」（『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
第
二
十
一
巻

大
正
新
脩
大
蔵
経

刊
行
会

一
九
八
九
年
）、
四
二
五
頁
。

図
９
：
山
西
省
博
物
館
『
宝
寧
寺
明
代
水
陸
画
』（
文
物
出
版
社

一
九
八
五
年
）。

図
13
・
14
：『
密
教
美
術
大
観
』
第
四
巻
（
朝
日
新
聞
社

一
九
八
四
年
）。

図
16
：「
太
上
玄
霊
北
斗
本
命
延
生
真
経
註
」（『
正
統
道
蔵
』
第
二
十
八
冊

藝
文
印
書
館

一
九
七
七
年
）。

【
附
記
】

本
稿
を
成
す
に
あ
た
り
、
東
北
大
学
の
長
岡
龍
作
教
授
よ
り
ご
指
導
を
賜
り
ま
し
た
。
ま
た

本
誌
査
読
者
、
編
集
者
の
皆
様
に
ご
指
導
を
賜
り
ま
し
た
。
末
筆
な
が
ら
心
よ
り
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。
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【
査
読
総
評
】（
五
十
音
順
）

・
専
論
と
し
て
論
じ
ら
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
宝
厳
寺
所
蔵
「
北
斗
九
星
像
」
を

取
り
上
げ
た
本
稿
は
、
特
に
画
面
左
下
に
描
か
れ
る
二
使
者
の
典
拠
と
そ
の
役
割

に
つ
い
て
論
究
し
た
内
容
で
あ
る
。
ま
ず
三
章
に
お
い
て
、
九
星
と
二
使
者
の
足

元
に
み
る
雲
の
表
現
が
そ
れ
ぞ
れ
に
異
な
り
、
後
者
が
前
者
の
雲
に
重
な
る
こ
と

に
着
目
し
た
。
こ
の
描
き
分
け
か
ら
二
使
者
の
雲
は
よ
り
速
く
動
き
、
九
星
に
先

ん
じ
て
進
ん
で
い
る
と
み
た
の
は
二
使
者
の
属
性
や
役
割
を
知
る
う
え
で
重
要
な

指
摘
で
あ
る
。
さ
ら
に
五
章
で
は
、典
拠
不
明
で
あ
っ
た
二
使
者
「
陀
羅
尼
使
者
」

と
「
擎
羊
使
者
」
に
関
し
て
『
太
上
玄
霊
北
斗
本
命
延
生
真
経
註
』
と
い
う
資
料

を
見
出
し
、
九
星
に
先
ん
じ
て
供
養
者
の
前
に
現
れ
、
敬
虔
さ
や
穢
觸
の
有
無
を

取
り
調
べ
る
と
の
役
割
を
明
ら
か
に
し
た
。
ま
た
、
別
の
『
蠡
海
集
』
と
い
う
資

料
か
ら
、北
方
の
北
斗
が
南
面
し
た
場
合
、斜
め
前
方
向
に
位
置
す
る「
卯
」と「
未
」

が
ま
さ
に
「
陀
羅
尼
使
者
」
と
「
擎
羊
使
者
」
に
相
当
し
、
そ
れ
ぞ
れ
が
手
に
捧

げ
る
「
桃
枝
」
は
辟
邪
、「
羊
頭
」
は
不
直
な
者
の
識
別
を
象
徴
す
る
も
の
と
し
、

二
使
者
の
属
性
と
持
物
の
意
味
に
迫
っ
た
点
は
高
く
評
価
で
き
る
。

本
稿
は
南
宋
時
代
の
中
国
絵
画
を
扱
う
一
方
、
本
誌
は
「
日
本
の
近
世
美
術
を

中
心
と
し
た
江
戸
時
代
の
文
化
に
関
す
る
」
と
「
投
稿
規
定
」
に
あ
り
、「
日
本

近
世
美
術
」
と
冠
す
る
雑
誌
で
あ
る
た
め
、
明
ら
か
に
分
野
を
異
に
し
て
い
る
。

た
だ
、
本
図
は
長
ら
く
日
本
に
伝
来
し
、
図
像
の
継
承
と
い
う
観
点
か
ら
す
れ
ば
、

近
世
絵
画
の
研
究
に
と
っ
て
も
意
義
深
い
作
品
で
あ
る
の
は
論
を
俟
た
ず
、
そ
の

背
景
と
な
る
思
想
や
信
仰
に
も
、
近
世
絵
画
を
検
討
す
る
う
え
で
参
照
す
べ
き
点

が
多
々
存
在
す
る
と
認
め
ら
れ
る
。
以
上
の
理
由
に
基
づ
い
て
総
合
的
に
検
討
し

た
結
果
、
本
誌
へ
の
掲
載
を
認
め
る
こ
と
と
し
た
。

（
東
北
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科 

准
教
授 

杉
本
欣
久
）

・
こ
れ
ま
で
も
注
目
さ
れ
て
は
き
た
も
の
の
専
論
と
し
て
論
じ
ら
れ
る
機
会
の
少

な
か
っ
た
南
宋
道
釈
画
の
重
要
作
品
に
つ
い
て
、
図
像
の
面
か
ら
掘
り
下
げ
た
意

欲
的
な
論
考
と
読
ん
だ
。
冒
頭
で
は
、
基
盤
と
な
る
北
斗
信
仰
に
つ
い
て
、
第
二

章
で
は
水
陸
会
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
発
生
や
展
開
を
概
述
し
て
い
る
。
や
や

話
題
が
拡
散
し
が
ち
な
印
象
も
受
け
る
も
の
の
、
知
り
得
た
情
報
を
糸
口
に
議
論

の
基
盤
を
築
い
て
い
く
姿
勢
に
好
感
を
も
っ
た
。
そ
れ
以
降
の
作
品
に
関
す
る
考

察
も
、
描
写
と
関
連
文
献
の
情
報
を
丁
寧
に
探
り
、
行
論
へ
と
結
び
つ
け
て
い
る
。

そ
の
結
果
、
主
題
の
北
斗
星
に
期
待
さ
れ
た
信
仰
内
容
の
み
な
ら
ず
、
侍
者
の
意

味
に
も
新
た
な
見
解
を
提
示
で
き
た
。
尊
像
の
多
く
描
か
れ
る
宗
教
絵
画
で
は
、

主
従
の
「
従
」
に
当
た
る
モ
チ
ー
フ
の
意
味
に
も
注
目
す
る
必
要
が
あ
り
、
そ
れ

が
作
品
全
体
の
理
解
に
も
つ
な
が
る
こ
と
を
示
す
点
で
も
意
義
の
あ
る
研
究
と
評

価
し
た
。
優
品
だ
け
に
画
風
特
徴
や
様
式
面
、
宮
廷
や
寧
波
の
作
画
環
境
な
ど
に

も
踏
み
込
ん
で
ほ
し
か
っ
た
が
、
本
稿
が
そ
れ
ら
の
解
明
に
も
結
び
付
く
こ
と
を

期
待
し
た
い
。
存
在
が
知
ら
れ
な
が
ら
ま
だ
詳
細
な
研
究
の
及
ん
で
い
な
い
宋
元

仏
画
は
数
多
く
、
そ
の
促
進
へ
も
つ
な
が
る
こ
と
を
願
う
も
の
で
あ
る
。

（
京
都
市
立
芸
術
大
学

准
教
授

竹
浪
遠
）

・
本
稿
で
対
象
と
す
る
宝
厳
寺
本
「
北
斗
九
星
図
」
は
、
南
宋
期
に
制
作
さ
れ
た

星
宿
図
で
あ
り
、
仏
教
儀
礼
に
用
い
ら
れ
る
水
陸
画
と
関
連
す
る
も
の
と
見
ら
れ

て
き
た
が
、
類
す
る
絵
画
作
例
が
少
な
く
、
そ
の
実
態
に
つ
い
て
は
多
く
考
察
の

余
地
を
残
し
て
い
る
。
本
稿
は
先
行
研
究
を
精
査
し
た
う
え
で
、宝
厳
寺
本
を「
水

陸
画
」
と
み
る
向
き
に
賛
同
し
な
が
ら
も
、
先
行
研
究
が
十
分
に
及
ん
で
い
な
い

三
点
を
挙
げ
て
言
及
す
る
た
い
へ
ん
意
欲
的
な
も
の
で
あ
る
。

ま
ず
、
北
斗
七
星
を
な
ぜ
女
性
像
に
あ
ら
わ
す
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
、
経

典
の
挿
図
や
日
本
・
朝
鮮
半
島
の
作
例
に
ま
で
ひ
ろ
く
目
を
向
け
て
検
討
を
加
え
、

陰
陽
思
想
と
の
関
連
に
着
目
す
る
点
は
興
味
深
い
。
実
際
、中
国
で
は
古
来
よ
り
、

た
と
え
ば
東
王
父
・
西
王
母
の
よ
う
に
方
位
や
男
女
な
ど
陰
陽
五
行
説
に
そ
っ
た

表
現
は
な
さ
れ
て
お
り
、
宝
厳
寺
本
の
考
察
に
も
有
効
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
た

だ
し
、
宝
厳
寺
本
の
七
星
が
女
性
像
で
あ
る
こ
と
を
前
提
に
し
て
い
る
が
、
髭
を

あ
ら
わ
さ
な
い
男
性
像
の
可
能
性
は
無
い
の
か
、
印
象
だ
け
で
は
な
く
服
制
な
ど

絵
画
表
現
上
の
「
女
性
」
性
に
つ
い
て
説
明
を
加
え
る
と
、
よ
り
説
得
力
が
増
す

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
先
行
す
る
二
使
者
、
す
な
わ
ち
「
陀
羅
尼
使
者
」

と
「
擎
羊
使
者
」
に
つ
い
て
、
絵
画
表
現
を
『
太
上
玄
霊
北
斗
本
命
延
生
真
経
』

や
『
蠡
海
集
』
の
記
述
に
照
ら
し
て
検
証
し
、
そ
の
役
割
を
明
ら
か
に
し
た
こ
と

は
と
く
に
評
価
で
き
る
。
宝
厳
寺
本
と
木
気
三
合
と
の
齟
齬
に
つ
い
て
の
解
釈
は

や
や
性
急
な
感
も
あ
る
が
、
こ
の
指
摘
自
体
は
示
唆
に
富
ん
で
お
り
、
今
後
の
さ

ら
な
る
考
察
に
つ
な
が
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

宝
厳
寺
本
「
北
斗
九
星
図
」
の
も
つ
絵
画
と
し
て
の
高
い
水
準
は
、
南
宋
宮
廷

や
地
域
社
会
の
主
導
者
な
ど
、
有
力
な
施
主
（
注
文
主
）
の
存
在
を
示
唆
す
る
も

の
で
あ
る
。
本
稿
の
細
や
か
な
検
証
は
、
宝
厳
寺
本
の
解
釈
に
と
ど
ま
ら
ず
、
制

作
の
背
景
と
な
っ
た
社
会
的
要
請
を
解
き
明
か
す
展
望
を
持
っ
て
お
り
、
今
後
の

活
発
な
議
論
を
導
く
も
の
と
期
待
さ
れ
る
た
め
、
掲
載
に
ふ
さ
わ
し
い
と
判
断
し

た
。

（
京
都
国
立
博
物
館

学
芸
部
研
究
員

森
橋
な
つ
み
）


